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表 紙 写 真

海洋調査船
u

科学1号
＂

船体主要目

建 茄 1980年1 2月26日

進 水 198 1年 1月25日

所 造 中IE科学院洵洋研究所

全 長 104.0 m 

輻 13.7 m 

吃 水 4 • 9 rn 

排 水 旦 3324.0 L 

乗 貝 45名， 研究者56名

最裔連度 20.6 ノット

航続距離 4,500マイル
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日本海洋デ ー タセンタ ー の創立20周年に寄せて

海上保安庁水路部長 山 崎 昭

日本海洋デ ータセンタ ー が水路部に設懺されて， はや20年を迎えることとなった。国際的な海洋デ

ータ管理強化の中で， 海洋科学技術審議会の答申を受けセンタ ーが設立されたのは昭和40年 4 月 1 日

のことである。

当時僅か 5 名で発足したセンタ ー は， 現在， センタ ー機能だけでも30名， 刊行部門も含めると 100

名に及ぶ組織に発展した。この間， センターは， I OC (ユネスコ政府間海洋学委員会）が設けた海

洋デ ー タ国際交換システムにおける日本の国立海洋デ ータセンターとして機能するとともにROEの

プロジェクトであるWESTPAC, IGOSS, MARPOLMONの責任国立海洋データセンタ ーとしてそ

の活動は国際的にも高く評価されている。 また， 国内では唯一の総合海洋デ ー タバンクとして， 一元

的にデ ータの収集， 管理及び提供を行ってきている。 センタ ーの発展は， その活動に絶えず暖かい目

で協力をいただいてきた関係各方面の方々の御支援の賜物であり， 厚く御礼申し上げたい。

さて， 海洋法条約の発効に伴い海洋は新海洋秩序時代を迎えることとなる。 わずか40万knl足らず

の国土に対し， 我が国の 200 海里水域は約 450 万kn1に達し， 我々に無限の可能性を与えてくれる。 ー

方， 国土開発の目もようやく陸部から沿岸海域へと向けられはじめており， それぞれの分野でテ ータ

ニ ー ズが高まってきてる。

（スクセ,,

このような状況の中で， センタ ー は， 時代の趨勢をとらえつつ， 的確なデ ータ供給ができるよう今
（マ{,-)

後とも過進していくものである。

今後のセンタ ーの活動に対し， 改めて関係各位の御協力をお願いする次第である。
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情報管理の多元化については，いろいろな見方かあるものの，地域毎の総合情報管理こそ，将来の姿
であろう。ここにおいては，国立海洋デ ー タセンタ ーの立場がもっと明快になっている。 ……… わが国
では ，黒潮の動向を抜きにして，地城の海象を話ることはで合ない。逆に各地の詳細なデ ー タをもとに，
黒潮の全体像か浮び上がる………全国の海象を集め，黒潮として各地に送り返す機能か必要不可欠であ
る。交通についても，経済についても同じ，海洋についてはJODCが，交通については運輸省のしか
るべ含他の組織か………といつた具合の多頭投網型ネットワ ー クか将来の情報管理大系のありようであ
る。

調査環境のかわりよう。
公海自由の原則か後退し，沿岸国の権利が拡大，海の分割管理というすう勢の中で，調査活動がなん

となく不自由になったことは，すでに日常体験となっている。グロ ー バルな情報を必要とする海の科学
をすすめるためには，国際協同調査ということになろうが，研究者が直接，他国の庭先で水を汲むとい
う形には，おのずから限界がある。各国が別々に調査をしてデ ータを互いに交換するというのが普通に · 
なろう。

いずれにしても，国際活動を意識的にリードし，科学に国境を作らせない努力を更につづけることは
当然として，他方では，現実の国際関係を直視して，それぞれの国について，あるときは技術援助など
きめ細かな，血の通ったつき合 いを，また，時には国益を前面に毅然としたつき合いをすることが，国
の窓口としての国立デ ー タセンター の重要な役まわりとなろう。

この他，情報処理技術の進歩によって，爆発的に生産される研究成果の管理をどうするか，いかにし
て，個々の消費者に伝えるのか•••…•••といったことも興味ある課題である。

情報か文明を生む。より高度な文明は，より多様な，そして，より多量の情報の精華として生れるセ
ンタ ー のもっとも大切な使命は，言うまでもなく，テ ータを有効に使ってもらって，よい仕事をしても
らうことである。集めるだけでは悲しい。研究者，役人，会社員，そして 一般の人々に，アノ手この手
を使ってお願いし，データを使ってもらうことが我々の生き甲斐である・・・ ・・・・・・10年を待たなくても，情
報管理はきわめて能動的な活動であることが認識されていよう。
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日本海洋デ ータセンタ ー 20年の歩み

1. 年 譜
昭和36 年10 月
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政府閻海洋学委員会 (Intergovernmeotal Oceanographic Commission: IOC) 第 1 回総会

の決議で，海洋資料の収集，処理，解析， 交換を容易ならしめるため，各国に海洋資料セノタ ーの設
立を勧告。
昭和88年6 月

海洋科学技術審議会は，諮問第1号「海洋科学技術推進の基本方策について」に対する第1次答申

で，海洋資料センタ ーの早急な設囲とその業務内容を答申。
昭和38年 10 月

ROE の黒潮地域海洋科学専門家会議で，黒潮共同調査 (Cooperative Study of the Kuroshio 

and Adjacent Regions: CSK) の地域センタ ー (Kuroshio Data Center: KDC) を日本の海洋

資料センタ ーが受け持つよう勧告。

昭和39年9月

海洋科学技術審議会は，諮問第 1 号「海洋科学技術推進の基本方策について」に対する第 2 次答申
で，海洋資料センタ ーを運輸省に設置することを答申。
昭和40年4月

運輸省令第18号により，海上保安庁水路部に洵洋資料センタ ーを設置。初代所長，庄司大太郎（海
象課長の兼任）の下に業務係4名をもって海象課事務室の一隅で業務を開始。同時に ROEの公式事

業である黒潮共同調査が同年5月より開始され， この共同調査に関する情報やデ ータをとりまとめる
ための地域センタ ー (KDC) を日本の海洋資料センタ ーが担当することとなった。

昭和40年 7月

黒潮共同調査の情報集として CSK NEWSLETTERを創刊。

昭和40 年 10 月

ユネスコ活動に関する法律に巷づく日本ユネスコ国内委員会の自然科学小委員会海洋分科会第15回

会議において，水路部に設置された海洋資料センタ ーを我が国の国内海洋デ ータセンタ ー として政府

間海洋学委員会(I O C) に通報することが承認された。
昭和40年12 月

電子計算機による各層観測資料処理を開始。
昭和41 年 1 月

ROE の決議による国内海洋調査計画の管理業務開始。
昭和41 年3 月

第 2 回国際海洋資料交換作業部会 (IODE) 会議（コペンハ ー ケ✓)に松崎水路部長出席。
昭和41 年5 月

黒潮共同調査のデ ータ集として Data Report of CSK を創刊。

昭和41 年6月

電子計算機による各層観測資料処理を外注に切り替え， デ ー タ処理星の増加と処理の迅速化をはか
る。

昭和41 年7 月

事務室を水路部構内の資料保管棟に移転。

-3-
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昭和41年12月

IBMパンチカ ー ド資料処理機械ー式を導入し， パ ンチカードによるデータ交換，提供の促進をは
かる。

昭和42年8月

黒潮共同調査の海況図集としてCSK ATLASを創刊。

昭和43年7月

海洋データ収集，提供の迅速化を図るためテレックスを導入。

昭和43年9月

第 3 回IODE会議（パリ）に庄司所長出席。
昭和45年4月

第 2代所長（専任）として彦坂繁雄が着任。資料処理係を新設し， データ処理業務を強化。

昭和46年8月

国内における海洋情報の流通をはか るためJODCニュ ー ス，海洋資料センターに保管されている

海洋デ ータを検策するためCatalogue of Oceanographic Dataをそれぞれ創刊。

昭和46年4月

3代目所長に二谷頴男が着任。

昭和46年12月

• 第 6 回IODE会議（ロ ー マ）に二谷所長出席。

• 海洋資料交換のため，各国に国内調整員をおくことをROEから要請され， 日本ユネスコ国内委

員会自然科学小委員会海洋分科会第42回会議において海洋資料センタ ー所長が国内調整員として承
認された。

ROEの事業として計画された海洋デ ータ ・ ステ ー ション国際カタログの作成業務を開始。 なお

日本の海洋資料センターは本事業のナショナル・オ ー ソリティに指名されるとともに，黒潮データ

・センター は北太平洋西部海域の地域センターに指名される。

ROEとIUGS(国際 地質科学連合）のCMG(海洋地質学委員会）の共同事業として計画さ

れた国際地質・地球物理学航海資料貯蔵目録の作成業務も開始。

昭和47年4月

• 海洋資料交換国内連絡会の設立（事務局は海洋資料センター）が同分科会第44回会議で承認され
た。

• I OCか各国に設置することにしたROE刊行物・文書保管センターに日本海洋資料センターが

担当することを同分科会第44回会議で承認され， ROEへ公電で通報した。

• IO C第 7 回総会の決議に従い海洋調査報告(Report of Observations/ Samples Collected 

by Oceanographic Progrannoes: ROS COP)業務を開始し，国際海洋資料交換の促進をはか

る。

昭和47年6月

ROEの国際海洋資料交換国内調整官に当センタ ー所長が任命され， 日本ユネスコ国内委員会自然

科学小委員会海洋分科会の下に設けられた海洋資料交換国内連絡会の運営を委託され，第 1 回会議を

開催。

昭和47年12月

水路部庁舎の新設に伴い事務室を同庁舎の7階に移転。

昭和48年1月

大型電子計算機の導入に伴い， デ ー タの処理， ファイル，解析，統計の業務を強化。

•
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自動作図機導入。

昭和48年4月

海洋汚染デ ー タの処理を開始。

昭和48年7月

第7回IO DE会議（ニュ ー ヨ ーク）に二谷所長出席。

昭和48年8月

各層観測資料約17万測点を含む太平洋全域の磁気テ ー プデ ータベ ー スを完成。

昭和 49 年 2月

北西太平洋海城の累年全月各層要素の諸統計を完了。

昭和 49 年6月

日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会海洋分科会第53回会議において， 日本海洋資料センタ ー

が責任国立海洋資料センター(RNODC)を担当することが了承され，ROEへ通知した。

昭和 49 年 JO 月

海流観測資料約8万測点を含む日本近海の磁気テ ー プデ ータベース完成。

昭和 50 年 1 月

ROEのMED I (海洋頭境デ ータ情報）センタ ー としてROEに登録。

昭和 50 年2月

北西太平洋海城の累年各月各層要素の諸統計を完了。

昭和 50 年4月

全世界海洋情報システム(!G OSS)海洋汚染（油）モニタリング・ パイロ ットプロジェクト

のデ ー タセンタ ー業務を開始。

海洋資料センタ ー (JODC)設立10周年を迎え，記念行事開催。

昭和 50 年 12月

北西太平洋海域の水温分布図を海洋環境図（外洋編 ー北西太平洋）として（財）日本水路協会から刊

行。

昭和 51 年4月

海洋調査報告， 地質・地球物理調査情報， 海洋汚染調査情報および海洋デ ータカタログの処理を開

始。

昭和51 年 5月

各層観測， BTおよび海流デ ータの定期交換について， 日米両海洋資料センタ ー間で協議し，合意

した。

昭和 51 年 JO 月

第1回責任国立海洋資料センター(RNODC)パイロット・ プログラムの進展に関する専門家グ

ル ー プ会議（パリ）に二谷所長出席。

昭和 51 年 12月

!GOSSのRNOD CとしてBATHYデ ータを米国!GOSS RNODCに送付開始。

昭和52 年 2月

!GOSS海洋汚染（油）モニタリングの目視観測を船主協会に依頼。

昭和 52 年 4月

海洋地質デ ー タの処理を開始。

昭和 52 年 5月

第1回ROE海洋汚染デ ー タアドホックグル ー プ会議（パリ）に二谷所長出席。

-5-
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昭和52年11月

海洋資料交換国内連絡会に地質デ ー タグル ー プを設臨し，第1回会議を開催。
昭和53年3月

海洋環境図（外洋緬ー北西太平洋II)を（財）日本水路協会より刊行。
海洋デ ー クの国際交換の手引きとして国際海洋資料交換便覧ー第4版ーを刊行。

昭和邸年4月
黒潮開発利用調査研究(KBR)プロジェクトのデータセンタ ー を開始。

昭和認年7月
第1回全地球天候実験(FGGElのための!GOSS

て担当する旨，WMOに回答。

昭和58年8月
英国波浪デ ー タRNODCの依頼に基づき地域代表になる

昭和54年1月

第9回!ODE会議（ニュ ー ヨーク）に二谷所長出席。
昭和54年2月

西太平洋海城共同調査(W!i!STPAC)プログラムグループ第1回会議（昭和54年2月，東京）
でWESTPACを日本が担当するよう決議された。

また，昭和40年より続けられたCSK/ょこの月に開催された第4回CSKシンボジュ ーム をもって
終了した Q

昭和54年8月
日本近海の約12万測点の海流観測デ ー タを統計処理し，海洋環境図（海流編 一 日本近海）として，

（財）日本水路協会から刊行。
昭和54年4月

第4代所長に徳弘 敦が着任 c

葦 KERデータセンター業務を正式に開始む

昭和54年9月
第2回RNODCパイロットプログラム進展に関する専門家グループ会議（東京，水路部て開催）

に徳弘所長出席。
拿 KERのデ ー タ集としてDato Report of KERを創刊む

昭和55年1月
内閣総理大臣の諮問機関である海洋開発審議会は諮問事項「長期的展望にたつ海洋開発の推進方策

について」の第2次答申において，日本の海洋デ ー タバンダとしての海洋資料センターの強化を答申
した。
昭和55年2月

第3回世界海洋汚染監視計画(MARPOLMON)ワ ー クショップ（ニュ ー デリー）に吉田主任

海洋資料調査官出席。
昭和55年3月

KERO)海洋図集としてOceanog,叩hie At!•• of KERを創刊。

昭和55年4月
海洋生物調査情報，波浪調査情報，MET, XBT, s·rDおよび海流データの処理を開始。

昭和55年8月
座標謡取装置(WANG2200T)を導入。

タ管理をIGOSS-RNODCとし

回答。

^
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RNODC 

昭和55年10月

テレフ ブ ックスを導入。

昭和56年1月

第8回RNOflCパイロットプログラム進展に関する専門家ダル ー プ会議（パリ）に徳弘所長出席。

昭和56年3月
CSKテ ー タの総合的なデータカタログとしてGuide to CSK Dataを刊行 0

JODCカタロダシリ ー ズの第1号として海洋地球物理デ ー タカタロダー水深・地磁気，重刀 一

を創刊。

国内海洋調査船一覧（付l• 外国海洋調責船，付2' 国内自動梅洋観測装置）を刊行c

昭和OO年4月

第5代所長に岩渕義郎が着任。

潮汐， 潮流および海洋地球物埋(I)デ ー タの処理を開始 e

昭和56年7月

巡輸大臣の諮問機関である遥翰技術審議会は「1980年代における海洋調査の推進方策について」

（答申）において海洋資料セ，，，ターの強化を答申した ◇

昭和56年8月

第10回IODE会議（ハ／プルグ）に岩渕所長出席。

昭和57年1月

WESTPACプログラムのRNODCとして情報，戸クの迅速な流通を図るため

New叫ett.er for WESTPACを創刊。

昭和57年8月

海洋資料センタ ー所蔵資料目録を刊行。
WESTPAC Dat.a Management G叫（；を刊行c

昭和57年4月

波浪デー タの処理を開始。

ROEの要請によ9WESTPAC域内発展途上国の海洋資料センタ ー職員に対し， デ ー タ管理

研修を開始（第1回，韓国． フィリビンおよびタイから各1名が参加）。

また， デ ー タ管理の技術指導を行うため吉田主任海洋資料謁査官を中国海洋関係機関に沢遣。

昭和57年9月

第4回」,NODC専門家ダル

昭和58年3月

JODCSPソリ ー ズの第1号として日本近海海流統計図（季節別）を創刊。
JODCカタ＂ゲンリ ー ズ第2号として海洋地質，地球物理テ ー タカタログを，また，第3号と

して水深デ ー タカタログを刊行:

昭和58年4月

水路部組織改正で海洋資料セノターは，海洋情報課になり．同時に国際海洋テ ー タ交換業務1こつ

いて日本海洋デ ー タセンターと称することになった。

海洋地球物理仰デ ー タの処理を開始"

昭和58年5月

国内外の各層,MBT, XBTテ ー タ約170万測点をまとめ． 全世界を包含した統合水温ファイ

ルを完成。

第2回WESTPACデ

プ会議（ワシントン）に岩渕所長出席。

タ管理研修（中国， インドネシア， マレ ー シアから各1名参加） 0 
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昭和 58年8月

JODCマニュアルガイドシリ ー ズの第 1 号としてWESTPACデ ー タ管理ガイドを創刊。

昭和 58年9月

第3 回WESTPACプログラムグル ー プ会議（タウンズビル：オ ー ストラリア）に岩渕所長出席。

この会議において， 日本海洋テ ータセンタ ー はWESTPAC RNODCとしての諸活動を高く評

価され感謝状を受けた。

昭和 59 年 1月

• 第11回 IODE会議（ニュ ー ヨ ー ク）に岩渕所長出席。
• JODCカタログシリーズの第4 号として潮汐調和定数カタログを刊行。

昭和 59 年 3月

• JODCカタ ロクンリーズの第5-9 号として海洋調査報告一覧（国内海洋調査機関の調査情報）

1975 -1979年版を， また，第10号として沿岸海城デ ータカタログ（東京湾）を刊行。

• JODCSPシリーズ第2号として海底地形図（北西太平洋）を刊行。
・ カラ ー プロッタ ー （米国アプリコン社製）を導入。

昭和59年4 月

第6代所長に森 巧が着任。

• 海洋生物(I)データの処理を開始。

・ 誰にでも気軽に利用できる海洋情報提供の総合的な窓口として従来の閲覧室を日本海洋デー タセ

ンター• 海の相談室と改称し，専従職員1名，非常勤職員2名で発足した。

昭和 59年6月
• JODCマニ ュ アルガイドシリ ー ズ第2号として実用塩分と海水状態方程式（改訂版）を刊打o

• 第3回WESTPACデ ー タ管理研修（中国，韓国， ベ トナムから各1名参加）。

昭和 59年9月

JODCカタログシリーズ第1 1号として波浪データカタログ（測器観測）を刊打。

昭和 59年1 0月

第5回RNODC専門家グルー プ会議（モスクワ）に森所長出席。

昭和 59 年 11月

IGOSS/IODEデータフロ ー専門家会議（東京）に森所長出席。

昭和 60年 1月

日本海洋データセンター設立20周年を記念して永年にわたり蓄積した水深デ ー タにより海底地形烏

敵図集を作成監修し， 丸善より刊行。

昭和6 0年3月
• JODCカタログシリ ー ズの第12 , 13号として海洋調査報告一覧（国内海洋調査機関の調査情

報） 1980-1981年版刊行。

同第14号沿岸海域データカタログ（伊勢湾・三河湾）刊行。

同第15号日本海洋デ ータセンタ ー所蔵文献目録（国内編）刊行。

同第16号潮流デ ータカタログ刊行。

同第17号沿岸海域デ ータカタログ（大阪湾）刊行。
JODCSPシリ ー ズ第18 号として国際海洋デ ー タ交換用ROEフォ ー マット刊行。

海洋情報便覧

昭和60 年4月

日本海洋データセンタ ー (JODC)設立20周年を迎える。

＇ 

\
J
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海洋生物(IJ)デ ー タの処理を開始゜

海洋資料検策システム稼働開始。

2. 業務予算の変遷

I �1-
年

業務予算度 ―1':
f

.:iI 11�oしI ,s� こI 19�6:3 

4 4  I 45 I 46 I 47 

JODCニユース

No. 30 

48 I 4 9  I so 

19 ,633 I 19,737 I 19 ,737\ 16 ,449 \ 19 ,950 I 1s ,425 I 1 9,886 

年

業務予算度1:�6凰 21�6

2

88:二，: 20�:9

55 I 56 I 57 I 58 59 I 60 

35,806I94,3 471121.16 711 21,4471128,2751181,212 
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日本海洋デ ータセンタ ー

海の相談室について

一寸，古い話ですが， JODCニュ ー スでは，

一度も紹介されていないので，簡単にその業務内

容，利用方法等について紹介します。

開設は，昨年の4月，従来から行なっていた情

報捉供の窓口である日本海洋デ ー タセンタ ー閲覧

室のイメ ー ジチェンジを図り，海洋に関心を持つ

一般の方々に対し，少しでも海洋情報へのアプロ

ーチを容易にしていただく ため，誰1こでも気軽に

利用で含，親しめる場所を提供すると云う趣旨で

設けられたものです。

当相談室では，海洋のことなら何んでも相談に

乗るつもりですが，一口に海洋と云っても幅広く，

奥行のあるものですから我々だけで手に余る相談

についてては， その通の専門家の助力を仰いだり，

専門の機関を紹介するなりして少しでも利用者の

手助けとなるよう努力は惜しみません。

利用できる海洋情報は，海図，水路誌を始めと

する水路部刊行物は云うに及ばず，国内外の関係

機関 から収集し た各集の文献，図面（残念ながら
コマ ー シャルベースのものはありませんが， この

種のものを保有している機関のカタログは有りま

す），水温，塩分，海潮流等の各種海洋デ ー タ，

およびその統計値，水温分布を表わした海洋環境

図等が，自由に閲覧できるほか， コ ピ ー （海図等

法律によって無断複製の禁じられているものを除

く）を必要とされる方は，同じ建物の内にある日

本水路協会のサ ー ビスセンタ ーを通じて実費で入

手ができます。 また，遠隔地の方でも要求される

情報がはっきりと特定できるものであれば， 当相

談室まで申し込むとコビー等の代金は着払いで同

協会を通じてサ ー ビスが受けられます。

この他に，外国版の海図，水路誌，古海図など

が閲覧可能です。

相談の内容は，海図や水路誌のこと，水温，塩

分，海潮流と云った海洋の甚礎的デ ータのこと，

その他各種の所在情報などなどですが，要するに

「海洋に関するよろず相談」と受け留めてもらっ

て結構です。相談は，来室，電話，手紙， なんで

も結構です 皆様のと利用をお待ちしています。

□所在地

〒 104 東京都中央区築地 5-3-1

海上保安庁水路部内

日本海洋デ ータセンタ ー • 海の相談室

電話 (03) 541 - 3811 (内線 738)

テレックス 252-2452 RDJODC J

テレファックス (03) 545 - 2885

（パナファックス UF-5201IIA) 

□交通機関

地下鉄：日比谷線 東銀座下車

徒歩8分国立ガンセンタ 一 方面

国 鉄：新橋駅下車 徒歩15 分

都バス：新橋駅乗車，朝日新聞社または中央

卸売市場行 朝日新聞社前下車

口利用時閻

月～金 9:05�17:20

土 9 : 05�13: 05 

日本海洋デ ータセンター所蔵

文献目録の刊行について

日本海洋データセンタ ー (JODC) では，国

内外の海洋関係機関と文献·図面等の相丘交換を

行なっており， その受領状況については， JOD

Cニュ ースで逐次紹介しています。

先に JODCが設立以来，収集に努めてきた文

献・図面等を「日本海洋資料センタ ー所蔵・資料

目録」（昭和56年 12 月）として刊行しましたが，

その後の情報活動の活発化に伴ない，収集文献 ・

図面等も急激に増加してきており，早急に新しい

内容を盛り込んだ目録を作成する必要が生じてき

ました。

今回は編集期間の関係もあり，整理の終わった

国内機関のものを JODC カタログシリ ー ズで，

「日本海洋デ ータセンタ ー所蔵文献目録」（昭60

年8月）として刊行することになり ました。内容，

体裁については前回とほぼ同様なものですが，収

録期間は昭和59 年 10 月末現在とし， 可能な限り

最近受領のものまで収録に努めるとともに1件で

、

/
�

�

/
＾
＇、
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も多くの資料を収録するため収録機閑の住所は省

略しました。何分にも急ぎましたので全てを網羅

できなかった点と何かと不手際があるかと思いま

すか，この小冊子が海洋テ ー タセンターの所蔵す

る各種文献類の良き案内者として， 利用者との間

の情報伝達の媒体としての役割を果すことを期待

しています。 この文献目録をと希望の方は下記ま

でと連絡下さい。

日本海洋データセンター• 海の相談室

〒104 東京都中央区築地5-3-1

電話 03-541-3811 内線738

エ）

ソ連科学アカデミ ー 1977

「海洋の事典」 和達消夫監修 東京堂

i 暑

世界の表面水温図 •海流図について

＼
 

ヽ

／

/
lぃ

今回， 理科年表に掲裁のため世界の表面水温・

海流図を作成します。使用した資料及び作成方法

について簡単に説明します。

I)表面水温

JODCが収集した各層， 日本MBT, 日本x

BT, 日本DBT, 外国MBT, 外国XBT, 海

上気象の7種のファイルから表面水温値を抽出し

た表面水温ファイル（約511万点）を使って2度

メッシュ単位の月別統計を計算し， プロットした

ものにコンターを引いたものです。 データの少な

い地域は下記資料を参考にしました。尚，表面水
温ファイルについては， JODCニ ュ

ー ス!Iii, 2 6 

に詳しい。

ii)海流図

JODCが現在までに収集したGEK・ドリフ

トファイル（約 216 万点）を使って 2 度メッシ ュ

単位の月別統計を計算し， ベクトル流向・流速を

プロットしたものを参考にして作成しました。但

し，太西洋における北緯10 ° 以北のデータがない

ため下記資料を参考にした。
Iii)参考資料

ア）特殊図第6031号

北太平洋海流図
イ）特殊図第6033号

印度洋及濠州近海海流図

「 ATAAC OKEAH03 J ウ）
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世 界 の
• ← 

i母 流 図 (2月）

80".S 
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.
i
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砂

世 界 海 図 (8月）

Il
が

の

8月の上記部分以外は年間を通じて大きな変化はない ．

← O.S[kt] 未満，←―-0.5- l.O[kt]. ←—-1.0 〔kt] 以上

⑱は弱い東向流として存在するといわれている亜熱帯反流 ．

番号 海 流 名 番号 海 流 名 番号I 海 流

黒 i朝 ⑪ 南赤道海流 ⑰ プフジル海成
② 恵潮紐流 ⑮ 北束李崎風海流

習
南赤直海流

③ 親 湖 ⑮ 西ォ ー ストラリア海流 アンチ ー ル海流
④ 北太平洋海流 ⑰ アグリアス（モザンピ ー ク）海流 ⑳ フロリダ海流
⑤ アリュ ー シャン海流 ⑬ 赤迂反流 ⑪ メキシコ湾流

アラスカ海流 ⑲ 南赤辺海流 ⑫ 北：赤道海流
⑦ カリフォルニア海流 ⑳ 西グリ ー ンランド海流 ⑬ ラプラドル海流
⑧ ペルー 渾流 ⑪ 束グリ ー ンランド海流

器
北太匹洋海流

⑨ ホルン血甲海流 ⑫ ノ）レウニ ー海流 イルミンガー海流
⑲ 南駆哀流（周砿流） ⑬ カナリ ー海流 ⑮ 南西李師風渾流

束オー ストラリア海流 ＠ ギニア海流 ⑰ ソマリー海流
⑫ 北：赤道海流 ⑮ ペングエラ海流 ⑮ 亜然帝反流
⑬ 赤道反流 ⑮ フォ ー クランド海流

も

流

な 海 流

\.‘
�

 

，
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の表 面水 温図 (2月）

世界 の 表面水温 図 (8月）
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海図図郭（伊勢湾及び三河湾）

沿岸海域海洋デー タカタログ

の刊行について

海洋法条約による新海洋秩序時代を迎え，各種

の海洋利用は今後ますます活発化してくるものと

予想される。 しかし，海洋利用は，海洋環境の保

全と諸活動の安全を確保した上で， はじめて実施

に移されるべきであることは，論をまたない。 こ

のためには躁境保全や安全確保の基礎資料となる

自然憚境デ ータの整備が不可欠である。

日本海洋デ ー タセンタ ー では，収集・処理・蓄

積し，管理している海洋デ ー タの利用を案内する

「沿岸海域海洋デ ー タカタログ」の刊行を計画し，

その初版は，東京湾のものを刊行じた。

今回，伊勢湾・ 三河湾，大阪湾の2冊を刊行す

ることとした。主な内容は下記のとおりである。

1. 関連図類

海図，沿岸の海の基本図，測量原図の目録等
2. 水深データ

水深デ ータ分布， メッシュ統計および烏詭図等

3. 地質デ ー タ

底質テ ー タ分布，同種類別分布，試錐地点図，

堆積層基底図，堆積層等厚図等

4. 水質デ ー タ

水質デ ー タ測点分布，水温統計リスト例，月別

平均水温分布，月別平均塩分分布，月別平均化学

的酸素要求量，透明度分布等

5. 潮汐デ ー タ

潮汐調和定数取得点分布， 同カタログ，潮汐調

和定数リスト例等

6. 潮流デ ータ

潮流測点分布， 同デ ー タカタログ，潮流調和定

数リスト例等
7. 波浪デー タ

波浪測点分布，波浪統計リスト例等

8. 海洋調査関係文献
1-7の各項目について，掲載した図のうち，

主なものは次のとおりである。

,,.,, 

,, 

竺竺

,,,.,, 

"'― uno 

,,.

'" 

メッシュ統計水変図(2 0 メッシュ

平均，最大，最小， デ ー タ点数）

,..,, 

＂．＂ 

/‘
 

'"'" 
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底質分布図（円形グラフ表7J\)
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測器による波浪観測点分布図

波浪データカタログ（測器観測）の

刊行について

当センタ ー では， MI ASカタログより(o o �

20 ° s, 100 ° E-IS0 ° ), (0 °-60 ° N, I00 ° E 

-180 ° ), (0 °-20 ° s, 140°W-IS0 ° )の海域

に設置された97個所の波浪観測点（日本64点， 外

国33点）を選ぴ，それらに関する情報を「波浪デ

ータカタログ（測器観測），肱11」と題して刊

行することにした。収録した観測点の主な項目は

観測点の経緯度，所在地，観測期間， 周辺状況，

測器の種類，観測時間（間隔），観測目的，デ ー

タの種類，報告書，連絡先等である。

他に参考資料として， MIASカタログに記載
されていない波浪観測点のうち主なものについて

測器による波浪観測点一覧表として収録した。

GF-3マニュアル

ROE 一般フォ ー マット (G F -3) は， デ ー

タセンタ ー間の国際資料交換のために，磁気テ ー

プ上に海洋デ ータを構成するシステムである。 近

年このGF-3によるデ ー タ交換が盛んに推進さ

れているので， 日本海洋テータセンターでは，

1985年3月に「GF-3マニュアル」を刊行す

るにあたりここにその内容の概略を紹介する。

同システムは，物理，化学，生物， 地質，気象，

地球物理等のデータを含むあらゆるタイプの海洋
デ ータを格納することができる。

近年の海洋における種々の活動の発展により， GF-3は，次の4種類のファイルと7種類の

測器観測による良質の波浪デ ー タの必要性が増大 レコ ー ドタイプから成っている。

しているが観測実施機関が多岐にわたるため，プ ファイル

ータの利用者が必要なデータを見出すことがます ・テストファイル

ます困難になってきている。 これに対応するため， ・テープヘッダファイル

MI AS ( The Marine Information and ・データファイル

Advisory Service of the U. K.)は， 測器によ • テ ー プターミネータ

る波浪観測点に関する情報を全世界にわたって収 レコ ー ド

集し，整理・維持しており，照会への対応，情報 ・テストレコ ー ド

の普及につとめている。 このうち観測点の重要な ・説明文レコ ー ド

項目についての要約がMIAS波浪データカタロ ・テー プヘッダレコ ー ド

グ（測器による観測，1981年9月までに設置さ ・定義レコード

れた測器による）として出版されている。 (1982 • ファイル／シリーズヘッダレコ ー ド

年3月，第2版） ・データサイクルレコ ー ド

- \6-
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・テ ープ終了レコ ー ド

テ ー プの最初のファイルであるテストファイル

は， 16進数 " FF " で満された数レコードを含み，

第2番目のテ ー プヘッダファイルは， GF-3 テ

ープの提供者を識別しデータに関する文書類を含

むことができる。テ ー プ上のすべてのデー タが同

ーフォ ー マットで記録されている場合は， フォ ー

マット定義体をこのファイルに含めることもでき

る。第3番目の形式であるデータファイルは， 観

測デー タを記録する。 一般的に各データファイル

は， フ ァイルヘッダレコ ー ドで始まりテ ータを含

む幾つかのシリ ー ズヘッダレコ ー ドもしくは， デ
ータサイクルレコードを含んでいる。 GF-3 テ

ープは，必要に応じて多数のデータファイルを持

つことかできる。例えば多分野にまたがるプロジ

ェクトからのデータを1つのGF-3 テープに入

れ各テ ー タの形式を別個のテー タファイルに記録

することかできる。最後のファイルは， テープ終

了ファイルであり1個のテ ー プ終了レコ ー ドから

構成されて お りテ ー プの終了を示す。

GF-3 においては， ュー ザフォ ーマット及び

その内容をもテ ープ中に記録している。 フォ ー マ

ットは FORTRAN 言語のフォ ー マットステー

トメントにより定義でき， その内容はバラメ ータ

と呼ばれるコ ー ドで認識する。 パラメ ー タコード

の構成は， バラメ ー タ識別子，方法識別子及び領
域表示を含んでいる。例えばコ ー ド "TEMP 7 

S'f D" は，温度 (TEMP), 標準コ ー ド (7),

方法は STD/CTDセンサ (ST) そして8 文

字目に領域この場合D, 水圏として識別する。

上に述べた特徴， フォ ー マットステ ートメント，

多くの種類のパラメ ー タコ ー ド及びファイル形式

を有することにより様々な形式のデー タを記録で
きる柔軟性が捉供される。 データは，磁気テープ

上に標準記録密度 (800 , 1600 bpi) , 共通文
字セットは (ASCII, EBCDIC) で書き込
まれる。全てのレコードは，同一の長さ (1920

パイト）であり， 国名，大洋／海域名，観測プラ
ソトフォ ーム 等の標準コ ー ドが用意されている。

GF-3 システム は，基準を適用することによ
りデータ交換において生じるコンピュ ータの非互

換性を解消している。同時に海洋テータか持つ階

層を反映するよう構成で合る。 この二つの特徴，

即ち底準と柔軟性によりあらゆるデータのファイ

リングを目指している。

海洋データの通常の交換は，特定の種類のテー

タを対象としていることが多い。 その場合このG

F-3 の多少複雑な全機能を必要とせず交換され

るデー タととに専用につくられた フ ォ ー マットが

より便利となる。 GF-3 は， この目的のために

特別なフォ ーマットを作成できるようになってい

る。 このフォ ーマットをGF-3 システムの標準

サブセットと呼ぶ。 1983 年までに次の標準サブセ

ットが作られている。

L 係留流速計サプセット

2. 平均潮位サプセット

漂流ブイサブセット

CTDサブセット

波浪記録サプセット

波高，波周期サプセット

波浪スペクトルサブセット

これらの各サプセットは， データの国際的交換

で使用される標準フォ ー マットを規定したもので

ある。

以上がGF-3 の概要でありその詳細を「 GF

-3 マニュアル」として刊行します。直このマニ
ュアルは ROE マニュアルガイド庇 9 の第 1 部

「 GF-3 の技術仕様」と第 2 部「コード表」を

和訳したものです。

3

4

5. 

6. 

7
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海洋調査報告一覧の刊行

日本海洋データセンタ ー (JODC) は海洋に

関する情報の流通促進を図るため，各種海洋情報

を国内外の関係機関から収集し処理，保管，提供

を行っている。 これら海洋情報の一つとしてユネ

スコ政府間海洋学委員会(IO C)の国際海洋デ

ータ交換作業委員会で公式に作成した書式による

海洋調杏報告 (ROS COP) がある。 当センタ

ーでは毎年各調査機関で実施された洵洋調査につ

いて関係機関に依頼して海洋調査報告を収集し，

それを航海別に磁気テ ープにファイルしてい る。

現在までに国内海洋調査計画の中で宣言された

国内計画 (DNP) およびDNP以外の海洋調査

計画 (NOP) 両方についての調査報告1198航海

（すべて国内海洋調査機関によるもの）のデ ー タ

が収められている。 これらをもとに実施された調

査について「海洋調査報告一覧」と題して年別に

刊行している。 すでに 1975 -1979 年版 (JOD

Cカタログ品 5-9) は刊行してあり ，今回は

1980 , 1981 年版 (JODC カタログ;16.12, 13)

を刊行することとした。

「海洋調査報告一覧」はテ ープファイルより出

刀例のようにプリント， 編集したものである。 こ

れは年別に観測機関・謁脊船・観測期間（月）．

照会番号の順にソ ー トされている。 調査報告に航

跡図が添付されているものはその図も載せている。

各年の収録航海数は DNP, NOP合わせて下記

のとおりである。

1975 年： 128 航海 1976 年： 120 航海

1977 年： 85 ,, 1978 年： 106 ,, 

1979 年： 280 ,, 1980 年： 173 ,, 

1981 年： 291 ,, 

-18-
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海洋調査報告 一 覧出力例

AOO 照全ニ号 R 80193 A9 l DNP YES 
A01 プロジ.:::? ト IGOSS 交換荊哀

航垣=号 80-08
A02 只王公名 TAKUYO A92 共同�"' YES IGOSS 

クイプコ ー ド 01 国Zとカ YES 
A03 国名 JAPAN A04 ll甜ば閃名 HD,MSA 

A05 llill天己者名 S.SHIRAI
A06 M合せ愕ば名 HD,MSA 保菅弓閃名： HD,MSA 
A07 U泊P悶 08/12/80 - 12/12/80 （日／月／年）
A08 t.'l:=i:: 志ta PHILIPPINE SEA NW PACIFIC OCEAN 
A09 岩J=タイプ 04 06

AIO匹活'"· 狂目 （項目, !Ill改. !!:!) 
MSQ 狂目
130 D ,HP 

項目 姐改 l:1 項目
H01 X 13 H12 

MSQ n目
131 D ,HP 

姐改 ＂ 項目 伺致
52 13 D01 119 1 
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アメリカ合衆国「海の相談室」

アメリカ合衆 国には国立海洋データセンター

(NODC)や国立気象デ ー タセンタ ー (NCD

C)のように デ ー タの管理提供を目的にする 機関

ゃ， デ ー タを用いて特定の問題についての予測ゃ

評価をしたり必要な文献情報をまとめて提供する

評価・情報サ ー ビス部(AI SC)があって，何

れも米国海洋大気局(NOAA)の環境・衛星デ

ータ情報部(NESDIS)に層している。 これ

らの機関の機能は海洋に関するデ ー タや情報を科

学研究や政策決定に役立てるという面が強く，利

用者は連邦政府や州の公立機関や大学研究所や企

業が多い。 もちろん公衆の利用をこばむものでは

ないが ，地域的な問題もあって，広いアメリカで

は， これらの機関と公衆の間にはどうしても距離

かできてしまう。

海についての情報を公衆のレベルに伝え，国民

の海洋に対する関心を扁めて政策や研究に彼らの

声を反映させるためには，沿岸の各地にあらゆる

梅洋情報を扱 う海洋サ ー ビスセンターを設置すべ

きであるという提案が議会で承認され， その第1

号である北西海洋サ ー ビスセンターがワシントン

州シアトルに開所した。

シアトルはNOAAのアメリカ西海岸の本拠地

である。正式にはNOAA分所の 一つだが， NO

AAが太平洋水域で管理運航する1 3隻の海洋調

査研究船のうちの 1 0 隻の母港であり，米国気象

部(NWS), 太平洋海洋環境研究所(PMEL)

米国海洋漁業部(NWFS), 米国海洋部(NO

s)などの諸機関が芙しいワシントン湖畔のサン

ドポイントにある広大な敷地に集中している。 そ

こには約 1,200 人の職員や専門家が勤務していて，

その規模は首府ワシントンとその周辺につぐもの

である。

サンドボイントにある北西海洋サ ー ビスセンタ
ー は「海の相談室」である。 文字通りアメリカ北

西部（主にワシントン州， オレゴン州）の海や海

に近い河川についてのあらゆる問題を扱い，住民

への海洋情報サ ー ビスを行っている。 このセンタ
ーの窓口にはNOAA傘下のNE SD IS, NM 

PS,NOS, NWSなどから専門家が 常駐して

直接住民からの相談や要望を受け，質問に答える

ほか，気象・海象の予報，海上航行や潮位などの

情報提供，海の汚染状況や海洋生物の解説，学校

やコミュニティ ーによる海についての調査・研究

や教育活動の手助けなどをしている。 もちろん，

NODCやAISCのデ ー タや文献情報の参照も

ここでできる。

現在， 主に手紙や電話で毎月約 250 件の問い合

せかあって，センタ ー の所在が知られるようにな

ってその数は次第に増加してきた。問合せの内容

は蝶境に関するものか多いか， 魚価の動きや養殖

事業への投資の可否を問うものや学校の宿題の魚

の椋本を持ち込まれるようなことも珍らしくない。

来訪者には常時 5-6 名の係員が応接し，美しい

色版りのパノフレットや解説書を与えている。即

答ので合ない問合せについては期限を決めて調査

の上で返答し，内容によって有倣無恨を判断し，

利用者に伝える。

海洋セノタ ーは州や大学と協力して地域に密接

した海の情報を提供し， NOAAの活動の成果を

知らせているが， その刊行物の中には悔水浴場の

案内や，海岸動物の簡単な図鑑や，津波について
の説明などがある。戸外スボ ー ツはアメリカ人の

好みという点でも，健康管理という点でも人々の

関心が強く， NOAAが海洋と公衆とをつなぐ接

点として最も堕視するものの 一つである。このた

めヨット遊ぴやサ ーファ ーのためには風や波や天

候，釣人にはいくつかの釣場の水位や流量や釣果
の予想などの情報をホットラインを通じて 2 4 時

間連続で流している。利用者はいつでも決められ

た番号に電話することによって必要な現地の様子

を知ることか出来る仕組である。

海上航行者や漁船に対する気象通報，海上警報

も海洋サ ー ビスセンタ ーで一元化され，ラジオ

(2 4時間）や無線やファクシミリ，印刷物によ

って配布している。赤適から北緯5 0度におよぶ

東太平洋の表面水湿の情報は1週間に2回更新し

て提供している。

北西海洋サ ー ビスセンタ ーの住所は

7600 Sand Point way, N. E. Bin Cl5700 

Seattle, Washington 98115 
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電話は (206) 526 -NOAA である。

なお海洋サ ー ビスセンタ ー は第2 号か 1984年 6

月アラスカ ・ アノカレッジに開設された。数年巾

に全米各地に同様のセンタ ー を開設し海洋情報の

国内ネットワ ー クを充実させる予定と聞いている。

（東京水産大学 大森 信 記）

WESTPAC (西太平洋海域共同
調査）関連情報

/

：

 

ィ�

文

JODCが責任国立海洋デ ー タセンター (RN

ODC) を担当しているWESTPAC プログラ

ムに関する情報は以下の通りである。

1, 会 議

プログラムグルー プ第4 回会議は， 1 986 年 1 月

にタイで開かれる見込である。

2. 航 海

1979年以降の航海数は， RNODC Newslet
ter に記載されている。

1979 年： 6 航海， 1980 年： 7 航海， 1981年：

17 航海， 1982 年： 18 航海， 1983 年 28 航海，

1984 年： 25 航海， 1985 年： 3 航海

日本の航海で以下のものには外国人を受け入れ

ている。（文部省作成資料による）

白鳳丸（東京大学海洋研究所）

• KH84 -1 (1984 年 5 月 7 日-30日），

伊豆・ マリアナ海溝周辺における地質・地球物

理学研究，中国より1名。
• KH 84 -2 (1984 年 6 月 20 -7 月 31 日）

東シナ海における海洋生物学研究， マレ ー シア，

タイより各1名。

• KH85-1 (1985 年 1 月22日 -3 月 5 日）

インドネシア洵域における海洋生物学研究， ィ

ンドネシア， フィリヒ°ンより各1名。

拓洋（水路部）

• 58 年度航海 (1984 年 2 月10日 �3 月 22 EJ) 

北西太平洋における海洋物理・化学モニタリン

グ， フィリヒ゜
ンより1名。

59 年度航海 (1985 年 2 月 8 日 -3 月 9 日）

西太平洋における海洋観測，韓国より1名。

3. 海洋調査報告 (ROS COP) ・文献

最近，韓国とオ ー ストラリアから初めて， RO
SCOP が送付されて来た。韓国からは 2 3 航海

分， オ ー ストラリアからは6航海分が送付された。

これらは， RNOD C Newsletter に載せられ

ている。

オ ー ストラリアからは， タスマン洵西部の海流

図集の文献が送付された。

4, ニュ ーズレターの刊行

RNODC Newsletter 肱 4 を 1984 年12 月に

刊行した。内容は以下の通りである。

• WESTPAC航海

• ROSCOP受領

今回は， オ ー ストラリアと韓国のもののみとし

た。
・ デ ー タ， 文献

• 国際会議

第3回プログラムグループ会議（タウーズビル）

の勧告等を中心に， 第1 7回執行理事会， IOD

E第 11 回会議も少し含む。
• 投稿

オランダから送付された， オランダ ・インドネシ

ア共同のプロジェクト， スネリウス ー 11の要約

・ デ ー タ管理研修

中国，韓国， ベ トナムより， 各1名来所した。

（詳細前号1 4ペ ー ジ参照）
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IGO S S 関連情報

日本海洋データセンタ ー (JODC) は ROE

/WMOの合同計画である全世界海洋情報サ ー ビ
スシステム (IGOSS) のための責任国立海洋

データセンター (RNODC) を担当している。

以下は I GOSSに関連する現在までの情報であ

る。

!GOSS BATHY/TESAC 通報

デ ータの管理

IOC/WMOの合同計画として，1972 年より

BATHY/TESAC通報によ る全地球的規模

のリアルタイムデ ー タの収集，交換が始められて

おり JODC では，これらの通報の即時利用後の
デ ータの非即時的利用，交換のため次のような形

式で収集管理している。

ESA C通報はGTS( 全世界通信システム）回

線経由でそれぞれ東京（気象庁）で受信される。

JODCでは即時的使用後のこれらのデ ータを非

即時的利用，交換のためMTにより収集を行って

いる。表2は，最近4回の半年報の処理点数であ

る。

表 2 BA THY /TESAC 半年報

処理点数

期 間 BATHY 'fESAC 

1 982 年後期 14,486 6 9 3  

1983 年前期 1 3, 944 2,7 36 

198 3 年後期 12,871 3,2 51 

1984 年前期 12,6 38 3,915 

ll) B ATHY報のメ ノ セ ー ジログの収集 MARPOLMON 関連情報

国内の BATHY参加船より BATHY報の打

電後のメッセ ー ジログを郵送により受領している。 海洋汚染モニタリング計画

1985 年1月末現在の受領点数は総計 19,670点であ IGOSS海洋汚染（石油）モニタリングパイ

り，最近 5 か年の受領状況は表 1 の通りである。 ロットプロジェクト (MAPMOPP) に引紅続

JODCでは，これら BATHYメッセ ー ジロ き 1980 年 7 月よりGIPME MARPOLMON と

グを国際交換形式に変換し， MTで管理している。 して半永久的計画として開始されている。これら

の計画により実施されたデータの受領点数を表l
表 1 BATHY メッセ ー ジログ受領状況

観�測年 、関
気象庁 水産庁 海 上 計保安庁

点 点 点 点
1980 1,880 269 271 2,420 

1981 2,020 28 34 3 2,391 

1982 1,921 137 407 2,465 

198 3 1,818 96 451 2,365 

1984 1,766 7 3 36 2,109 

(1985 年1 月末現在）

(2) B A T A Y / T E S A C通報デ ータのMT

による収集

国内の BATHY参加船からの通報は海洋無線

局（銚子）経由で，また外国船の BATHY/T

に示す。

表1 受 領 点 数

計画 IGOSS GIPME 
MAPMOPP MARPOLMON 
1975/ 1 1980/7-

項目 -1980/6

点 点
海面油膜 10 3,869 7,701 

タールボール 4,098 2,2 98 

漂着タ ー ル 4,24 0 2,164 

海水中油分 3,3 2 7  1,301 

(1985 年 1 月末現在）

く
り
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KER 関連情報

「黒潮の開発利用の調査研究 (KER) は，科

学技術庁を中心とし，海上保安庁，気象庁，水産

庁，地方公共団体，海洋科学技術センタ ー ，東海

大学の参加により，昭和52年度から10ケ年計画

で黒潮の総合的な調査と幾つかの研究課題に取り

組んでいる。

日本海洋デ ー タセンタ ー (JODC) は， この

プロジェクトに関して， データセンターを担当し

ている。以下はこれに関連する情報である。

1. 会 議

黒潮調査研究評価検討研究会

5 9年度第2回 (59. 11. 7) 

黒潮シンボジウム，英文レポ ー トの進行情況が

検討された。

シンボジウム

第7回成果発表会が58 年11月 15 日，水路部会

議塞において開かれた。研究報告として，研究課

題「黒潮エネルギ ー の把握」2件，「黒潮の浄化

能力の把握」6件，「黒潮の生物生荏埜礎機構の

把握」4件．「黒潮変動機構の解明」8件，か報

告されたが， これらは黒潮の開発利用の調査研究

報告書（その7)に登録されている。

2. 海洋調査報告 (ROSCOP)

5 9 年度実施のKER航海のROSCOP は59

年 2 月現在， 海上保安庁 8 件， 気象庁 15 I牛， 水

産庁（水産試験場を含む） 8件について受領され

ている。

3. 刊行物

JODC では， 60年 8月に次の 2 種類のKER

関係刊行物を関係方面に配布予定している。

Data Report of KER (庇 7)

これは 5 8 年度航海のテ ータを JODCで収集

処理，緬集したもので，季節別の航路図，各層観

測デ ー タ， STD,MBT 及び DBT のデータ，

GEK等流速計のデ ー タか計算機処理されて収録

されている。

JODCニュース

No. 30 

海洋図（第6巻）

これは， 5 7年度航海のデ ー タを収録したデー

タレポ ー ト第6巻に対応するもので， 内容は航跡

図，i毎流図， 刀学的深度偏差図， 水／乱・塩分図て

ある。水温・塩分図は9層9とついて等値線が描か

れている。

ユネスコ ・政府間海洋学委員会

第5回責任国立海洋データセンター
専門家会議

GEJRNODCJIODE-V 

-GE/RNODCの任務一

R.NODC と ROE 団体との関係調整

RNODCの約款の検討

RNODC の改廃の検討

RNODCとWDCの緊密な関係の維持

会 期 1984.10.15�10.19

会 場 ホテル ・ ウクライナ， モスクワ

参加者

専 門 家

議長

国連機関

招待専門家

事 務 局
オブザーバー

議事日程

15 (月）

16 (火）

17 (水）

米国 NODC所長

コロンビア NODC所長

日本 NODC所長

ソ連NODC所長

ソ述 GARF 研究所所長

WMO代表

UNEP 代表

英国NODC所長

WDC-A( 米）所長

WDC-B( ソ）所長

ROE 海洋サ ー ビス課長

ソ連I 2名

開会，議事打合せ

活動報告と評価

RNODC ガイドの改訂

RNODCの新設構想

継 続

次期活動計画と雑件
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18 (木）

19 (金）

議事概要

L 開 会

ソ連 NODC,WDC-B 訪門

(Obninsk 市）

次期議長選挙，次期会議予定

報告書の作成， 閉会

開会宣言 議長 (15 日， 9 時 30 分）

あいさつ IODE ソ連調整員

(WDC-B所長）

趣旨説明 事務局

あいさつ 議 長

2 議事打合せ

議題採択 提案通り

書記選出 せず

日程打合せ 一部修正

3. 活動報告と評価

3.1 RNOD CとWDC の活動

各所長か1982 - 1984 年の活動状況を報告，

会議は問題点を指適し，勧告を行った 。

a WDC-A, B (米， ソ）

期間中，20 ヶ国から5万点のデータを受領，

総保有数は 177 万点になった。

調査技術の進歩にデータ処理体制が追随で

きず， WDCの機能が低下している。比較の

ため， 同様の状況にある ICES, IHO等

の活動を調査する要がある。

b RNODC/IOCARIBE(米）

休眠中である。不要なら廃止する。

c RNODC/MARPOLMON(米）

正規のRNODCかできるまでのつな苔で

ある。

d RNODC / IGOS S (米）

US-NMCとオンライン化し，即時サ ー

ビス，品質管理， 図誌作成等を行う新しい管

理システムを整備した 。

e RNODC/FGG E-FOY( 米）

データを GF-3 に変換中であり， これが

終れば閉鎖する。

f RNODC/CIM( ソ）

1908 - 1984 年の 351 航海について， デー

タカタログ 4巻とアトラスを刊行 した。

- 24-

g RNODC-IGOSS( ソ）

BATHY デ ータは毎年， 14 ケ国から3 万

点を受領， TESACデータも年々増加して

いる。 サ ー ビス活動として， SST, 波の解

析，予報等を行っている。

h RNODC-MEDALPE( ソ）

深海データをGF-3 に変換，航海データ

カタログ1巻，航海報告3巻を発行した。

1985年中には全デー タの整理を完了したい。

i RNODC-WESTPAC( 日）

1980. 1�1984. 6 には，参加 19ケ国中， 5

ケ国が69航海を宣言し，このうち 46航海のR

OS COPと11航海のデータを受領した。

また， 7ケ国9人の専門家に2週閻研修を

行い， WESTPAC データ管理ガイド， W

ES T PAC Newsletter を刊行した。

j RNODC-IGOSS( 日）

政府調沓船からの郵送， およびIGOSS

SOC JAPAN(JMA) からの 6 ヶ月

毎のMT供託でバンキングしている。 1984 年

前半のデ ー タ数は BATH Y 12,637 , T E

SAC 3,916 である。

k RNODC-MARPOLMON( 日）

現在，国際活動は休眠中である。 W EST

PAC域において RNODCとしての活動を

つづける用意があるので， WC /GIPME

に改善方を要請する。

l PSMSL(英）

現在， 1,000 点について，月および年平均

値があり， GF-3 で提供できる。 アフリカ

沿岸のデ ータ整備を促進するため，沿岸国の

専門家に 2 回の3 週間研修を行った。

なお，新たにccco のRNODC / Sea 

Level を引きうけることについては， WC/

IODE-Xll までに検討する。

m RNODC-WAYES(英）

衛星データを扱うことになり，今はSEA

-SAT とGEOSのデータを管理している。

測器波浪は現在 1,300 件が登録されており，

年々 100 件の割で増えている。 1982 年発行の

カタログ第 2 版の補遺を作成中であるので各
国の協力を要詰する。



n RNODC-FORMAT(事務局）

デー タフォ ー マットを集め， ドキュメント

を整理している。 とくにGF -3 <とついては，

Annual Newslette, 創刊号で特集した。

3.2 デ ー タフロ ー の調査

各報告をもとに，調査段階からWDGまで

のデー タの流れの隣路を整理し，改善の方策

を話し合った。

一隣路 一

a 淵査機関からNODGへ

研究者がデ ー タの解析に時間をかけすぎて

いるとか，論文の出版までデー タを手離さな

い習慣などが供託のおくれる原因と思われる

が， 一般には，供託について強制ヵかなく，

また調査機関とテ ー タセンタ ー の間を調整す

る機能が十分でない場合の多いことも留意す

る要がある。

b NO DCからRNODCへ

NODGが予算不足で処理で合ない，国際

交換のプライオリティか 他の仕事に比べて小

さいなど， NODGの能力の不足による場合

がある。

C NODCからWDGへ

R,NODC-WAVES, -IGOSSな

どWDGへの供託の義務のないものを除けば，

ここは大きな隣路ではない。

ー改善方策ー

a 調査機関，研究者の関心を裔めるために，

デー タ目録やマソプの配布など，デー タ供託

の見かえりを具体的に， わかり易く，行動で

示すこと。

b 調査機関， NODCに対し， RNODCに

はデー タ処理を援助する機能かあることを広

報すること。

c IODF,, H.NODCの理念の広報

d 研究媒体による交換の奨励，国際間での（｝

F-3フォ ー マット使用の促進

3. 3 専門家グル ー プの活動状況

専門家グル ー プの活動， ROE各団体の勧

告の実施状況について， 議長， 事務局が要旨

下記の報告をした。

a RNODCについて， パ イロ ット段階を完
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了し， オペレ ー シ ョン ・ システムについての

理念を確立した。

これに関して，各約款の作成， ガイドの刊

行，各RNODCの技能の評価， データフロ

ー図の作成を行った。

b RNODCの新設に努力した。

c RNODC-WESTPACの他，米，英，

仏のNODCで研修を行った。

d RNODC-EL NINO新設について，

調告団を派遣した。

4. RNODCガイドの改訂

WC/IODE 一 双で提案されたup-to -

date作業であり，主な検討結果はつぎのとお

り。

a RNODCは， 直接提供を行うこと。 この

ため各RNODCは，保有テ ータと刊行物の

リストをMED I, こ供託すること。

b RNODCは，年報を専門家会議々長， I

oc 事務局，WDC所長に送り，活動状況9こ

ついて評価，勧告をうけること。

C RNODC廃止の手続（新規事項）

\I) RNOD Cは， すべてのデー タ等をWD

Cに供託し， 最終報告書を提出して閉鎖す

る。

\2) 国が 廃止申請をする。活動の中味，名称

の変更も同じ。

(3) 専門家会議は，会期毎に各RNODCの

活動を評価し，存廃， 約款の変更をTOD

Eを通じて勧告する。但し，靡止勧告は会

の多数決9とよる。

(4) 廃止又は変更の最終決定は，WC/ I 0

DE議長が行う。

5. RNODCの新設構想

各新設構想の現状について身近な出席者か報

告し， 会としての対処方針を検討した。

5.1 R.NODC-MARPOLMON 

約款はWC/GIPMEで承認された。

会議は，地域別にセンターを設立すること

か望しいと考え， IOC事務局長に候補国を

募るよう要請する。

この席で， ソ連国立海洋研究所オデッサ支

所が手をあげた。
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5.2 地域プログラムの R.NODC

a RNODC-SOC( アルゼンチン）

物理・化学テ ー タを扱うRNODCの設立

は時機尚早である。

b R.NODC-EL NONO 

（チリー， ペ ル ー ）

チリーとペルー に潜在能刀があるが，数年

閻様子をみようという調査団の報告があるの

で， これを追認する。

c R.NODC-Tropical Atlantic 

Climate Studies (仏）

赤道太西洋域の当該研究計画の国際デ ー タ

センタ ーをRNODCとみなしたいので，仏

と交渉することを要請する。

d UN E P Regional Seas and H.NO D 

C'S 

UNEP 代表がRegional Seas 計画に I

ODEの援助を要請した。議長がWC I I 0 

DE と諮り， あらためて UNEPと接触する

ことになった。

5.3 RNODC for other projects 

a RNODC-JASIN( 英）

承認すべ合である。

b RN OD C -Drifting Buoys (加）

料金， WDCへの供託， RNODC-IG

ASS との関係に不明確な点があるので，再

申請させ，設立を促進する。

c RNODC-S EA BEAM (米）

料金，無料交換条項， デ ータ形式，WDC

への供託等の詳細を加えて再申請させる。

d RNODC-WCP 

WC/IODE の重要課題として，今後検

討してゆきたい。

e Management of Chemical Oceano -

graphic Data (英）

英NODCが中心となって，化学デ ータの

国際交換のフィ ー ジビリティスタディを行い

WC/ IO DE -XI[に報告する。

f RNO DC -Marine Infor皿tion Mana­

gements 

当該専門家会議の要請があれば，設立 に協

刀する。

6. 次期活動計画

下記事項を承認した。

(I) IO DE Officer 会議の準備

し2) RNODC-JASIN,-SEA BE

AM, -Drifting Baouys の設立促進

(3) RNODC-MARPOLMONの選定，

承認の促進

(4) RNOD C ガイドの改訂

(5) 各RNODCの次期デ ータ管理計画（デ ー

タフロ ー チャ ー トを含む）の策定

(6) 品質管理の方法， 電算プログラム， アルゴ

リズム，施設整備等に関する RNODC相互

間の協力体制の樹立

(7) WC P, CCC 0等の協刀による H.NOD

Cの理念の広報

(8) 専門家研修の充実

7. 雑 件

次の話合いを行った。

a DNP/NOP 

DNP/NOPの宣言， デ ータ供託の現状

の改善9こついて，英所長がWC/IODE­

刈までIC考えることとし， とりあえず， 以下

の勧告をする。

(I) 各NODCは， DNP/NOPデ ータの

存否を調査し， あればすみやかにWDCに

供託する。

l2) RNODC は能力のおとるNODC/D

NAを援助する。

(3) I OC は， NDP/NOP デー タの供託

状況を載せたWDC年表を各調査機関に直

接配布し，宜言の実施状況を周知すること。

b 活動報告の統一

英， ソ連がいっしょに考える。

c 出 版

RNODC ガイド及び RNODC要覧の改

訂

後者はコロンビア所長がつくる。

d 専門家研修

現在， JODC, US NODC, PSMS 

Lが行っている。

ソ連は，RNODC-IGOSS がGF-

3 について， また，オデッサがRNODC-

が、

•ヽ£S
 

、
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MARPOLMON となった場合， その品質

管理について研修を行う考えである。

8. 次期議長選挙と会員の定数改訂

a 次期議長には，米副所長ケント・ヒ ュ
ー ス

を再選した。

（正会員5名の互選で候補者は投票できない）

b 会の定員を1名増，計6名とする勧告を行
った。

9. 次回予定
つぎの二項をきめた。

（］） 第 6 回会議は 1988年初めに， RNODC­

WAVESがホストとなり，英国で開く。

(21 WC/ IO DE 遣の会期 (1986年末）中

に非公式会議を開く。
10. 報告書の作成

各出席者の分担で作成した草案を討議，修正

して採択した。

最終案は事務局と議長が作成することをきめ

た。

閉 会 19 日， 18 時閉会

し

日本ユネスコ国内委員会自然科学小

委員会政府間海洋学委員会 (IO C) 

分科会第23回会議

日 時 昭和 60 年 2 月 20 日 14 時�16 時

場 所 文部省

議事概要
I. 前回議事要録の承認

異議なく承認された。

2. 前回会議以降の事務の報告

以下の諸件について事務局から報告された。

国内委員及び調査委員の異動

IO C執行理事会第 17 回会議
WESTPAC事業

国際海洋デ ー タ交換作業委員会第11回会議

太平洋津波警報組織国際調整グル ー プ第9

回会議

教育 ・ 訓練及び相互援助事業第4回作業委

員会

研究船の有効利用に関するワ ー クショソプ

砕波· 乱流混合及び電波探査に関するシン

ポジウム

海洋デー タに関する I OC /WMO合同専

門家会議

以下の2件が出席者から追加された。

R.NODC専門家グル ー プ第5回会議

IGOSS特別海洋中枢

3. ユネスコ・政府間洵洋学委員会 (IO C)第

13回総会への対応
今年 8 月 12 日 �18 日に， パ リで開かれる標

記会議について，注釈付議題に座づいて討議さ

れた。

以下の議題については， 議題別対処方針が検

討された。

海城プロセスと気候に関するプログラム会

合第1回会合

漂流ブイ

太平洋における国際津波警報システム

教育・訓練及び相互援助

研究船の有効利用
カリブ海地域サブ・コミッション第 1 回会

合

WESTPAC 

ROE の 1986 - 1987 年事業計画予算

ROE の役員選出

執行狸事国の選挙
4. I OC海洋プロセスと気候に関するプログラ

ムグル ー プ第1回会合への対応

今年3 月 6日�3日， パ リにおいて開かれる

この会議への対応が，注釈付議題に基づき討議

された。
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第34回東北海区海洋調査技術連絡会

日日 時 昭和 59 年 12 月 6 日（木）

13: 30 -17: 00 

12 月 7 日（金）

08:30-11:30 

場場 所 ホテルニュ ー グリ ー ン

当番機関 海上自衛隊大湊地方総監部

出席機関 海上自衛隊大炭地方総監部， 函館

洵洋気象台， 東北区水産研究所，

第二管区海上採安本部，気象庁海

洋気象部， むつ測候所，茨城県水

産試験場，福島県水産試験場， 青

森県水産試験場， 青森県水産増殖
センター，東海大学，東北大学，

北海道区水産研究所，海洋水産資

源開発センタ ー，陸上自衛隊東北

方面総監部，海上自衛隊大族航空

隊， 海上保安庁水路部

議事概要

1. 昭和59年度東北海区海況調査発表が下記の機

関により行われた。

海上自衛隊大族地方総監部， 函館海洋気象台，

第二管区海上保安本部，東北区水産研究所
2. llll和58年度東北暉区の総合海況(3次案）か

当番機関から捉出され， 検討の結果，付記のと
おりまとまった。

3. 調査・研究発表等
(1) 41

° 30 1 N線におけるクロロフィルaにつ
いて 函館海洋気象台 小村久美男

(2) 音波ログによる海流測定について

海上保安庁水路部 石井 春雄
(3) 1983 年， 1984 年 4 月の山田湾沖定点にお

ける動物プランクトン鉛直分布

東北水産研究所 竹内 勇
(4) 青森県太平洋洵況の動向について

青森県水産試験場 鈴木 史紀

涌坪 敏明

(5) 黒潮の浄化能力の把握及ぴ業務紹介

気象庁海洋気象部 加納 裕二

(6) 東北近洵の冷水について

東北水産研究所 工藤 英郎

(7) llll和59年度日本海洋デ ー タセンタ ー業務報

告 海上保安庁水路部 赤木 登

4. llll和60年度洵洋観測計画案が下記の機関から

報告された。

海上自衛隊大埃地方総監部，函館海洋気象台，

東北水産研究所，第二管区梅上保安本部，北梅

遥区水産研究所

5. 昭和60年度当番機関について

第二管区海上保安本部か次回当番機関と決定
した。

付 記

昭和58年東北海区の総合海況について

1. 各月の海況

1月

黒潮域

黒削は房総半島沿いに東北東に流れていた。

混合域

金華山沖の 38-1
゜N, 144-0 ° E 付近9こ暖水

(T100 15 ℃)かあった。

襟裳岬南南西の 41.3 °N. 142.8
° E 付近9こ

冷水 (T1002 ℃)があった。

ロケ埼沖の 39.3°N, 143.0 °
E付近に冷水

(T100 4 ℃)があった。

・ 親潮城

沖合の親潮は 40.0 °N, 147.0 ° E 付近9こみ

られた。

• 津軽暖流域

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは

142-6
°

E付近までであった。

2 月

• 黒潮域

黒潮主流は野島崎沖の 34.8 °N, 140.2 ° E

(2.6 ノット）付近から 35.5°N, 142. 0 ° E

(s.o ノソト）付近を通り， 35.5
°N ,144-0 ° 

E (3.7 ノット）付近を南東に流れていた。

・ 混合城

塩屋崎沖の 37.0
°

N, 143.7 ° E付近を中心

とする暖水塊 (T100 14 ℃)があり，その周辺

は最大 2.7 ノットの統れかあった。

ヽ
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鮭ケ崎沖の 39.5"N, 144.S'E 付近を中心
とする暖水塊 (1、

100 9 ℃)かあり， 最大 2.0

ノットの環流を形成していた。
親潮域
親潮第1分枝は襟裳岬近海から南南西に張

り出し，金華山沖の 38.7'N, 142.9 °E に達
していた。

親潮第2分枝は鮭ケ崎沖の暖水塊の東側を
南に張り出し，これに連なる冷水 (T100 2 ℃) 
が金華山沖の 143 .7 屯及び 145.6'E 付近に

あった。
律軽暖流
津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは

143.0'E 付近までであった。
3月

黒潮域
黒潮主流は野島崎南の 34.2'N, 140.0'E

(2-6 ノソト）付近を北東に流れ 142-5 屯で
36.0'N 付近に達していた。

混合域
塩屋崎沖の 37.0'N, 143-0'E 付近に暖水
(T1oo 15 ℃)があった。

黒崎沖の 40.0'N, 144.7'E 付近に暖水
( T100 11 ℃)があった。

親潮域
親潮第1分枝は襟裳岬近海から南に張り出

して塩屋崎沖の 36.9 °N, 141.7 ° E に達して
いた。 なお， 下旬には鹿島灘付近まで張り出
していた。

親潮第 2 分枝とみられる先端が 38.0°N,

144.6 ° E 付近にあった。
津軽暖流域
沖軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは

142-0'E 付近までであった。
4月

黒潮域
黒潮主流は野島崎南の 33.S'N, 140.0'E

(2-5 ノット）から 34.3'N, 141.0'E (2.9

ノット）を北東に流れていた。
混合域
近海を北上する暖水 (T 100 10 ℃)は塩屋

崎沖の 37.0'N, 143.0'E 付近に達していた。

塩屋崎沖の 37.4 °N, 141.6 °E に暖水
(T,oo 11 ℃)があった。

飩ケ崎沖の 39.8°N, 143-1 ° E に暖水
(T100 13 ℃)かあった。

金華山～犬吠崎沖には，冷水 (T 100 3 -4

℃)か点在していた。
親潮城
親潮第1分枝は襟裳岬近海から南に張り出

し， 39.2 °N, 142 .7 ° E に達していた。
親潮第2分枝は飩ケ崎沖暖水の東側を南に

張り出していた。
津軽暖流域
津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは

14! .6 ° E 付近までであった。
5月

黒潮域
黒潮主流は野島崎南の 34.5 °N, 139.9 ° E 

(2.5 ノット）付近から 34.5 °N, 140.6° E 

r 2.s ノット）及び 35.5 °N, 141.2 °E(2.9

ノット）付近を通り 36.0°N, 142.5 ° E(3.9

ノット）に達したのち南に向かい，更四34.5 °

N, 144-1 °E (4.1 ノット）付近では東に転
じていた。

混合城
近海を北上する暖水 (T100 10 ℃)は塩屋

崎沖の 37.0 °N, 142.0 °E 以東に広がってい
た。

塩屋崎沖合の 147.0 °E-148.0 °E 付近に
暖水 (T 100 16 ℃)があり， 更にその沖152.0 °

B 付近では暖水 (T10010 ℃)が 41.0
°
N付近

に達していた。
黒崎沖の 40.0 °N, 143.7 °E 付近を中心に

暖水塊 (T 100 13 ℃)があった。
親潮城
親潮第1分枝は襟裳岬付近から南西に張り

出し黒崎沖の暖水塊の北西縁 40.6 °N,142.3 ° 

E付近に達していた。
親潮第 2 分枝とみられる冷水は 38.5 °N,

145.5 °E 付近から西に張り出して黒崎～金華
山沖に分布していた。

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，
142.0 °E 付近までであった。
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6月

• 黒潮域

黒潮主流は野島崎南東の34.5 °N , 140.7 ° 

E (2.6ノット）付近を北東に流れ， 35.7 °

N, 14J.5 ° E (4,9ノット）を通り36.7 °N,

143.6 ° E (2.6ノット）付近に達した後 ，

36.0"N, 145.0 ° E (2.7ノ ット）では南東

に向かい，更に向合を変え， 34.5 °N, 144.0 ° 

E (2.6ノット）付近では南西に流れていた。

・ 混合城

金華山沖合の38.0 °N, 147.5 ° ll付近に暖

水(1、

100 18℃)があった。

鮫角沖の40.6 °N, 145.0 ° E付近を巾心と

する暖水塊(T10010℃)があり， 最大2.1ノ

ットの環流を形成していた。

犬吠崎沖合の36.5 °N, 146.9° E付近に冷

水(T 100 10℃)があり，これから西南にのび

る冷水(T10013℃)が34.2 °N, 143.6 ° E 

付近に達していた。

犬吠崎沖合の35.6 °N, 149,8 ° E 付近に冷

水(T 10 011℃)があった。

・ 親潮城

親潮第1分枝は襟裳岬南西の41.3 °N,

142.4 ° E付近にとどまり，これに連なる冷水

(T 1002℃)が鮫角沖の40.5 °N, 142,7 ° E 

付近にあった。

親潮第2分枝は鮫角沖の暖水塊の東側を通

り， 40.0"N, 147.0"Eから西南に張り出し

金華山沖の38.0 °N, 142.0 ° Eに達していた。

これに連なる冷水(T 1 005℃以下）が塩屋沖

の36.7 °N, 142.5屯付近にのひ
’
ていた。

・ 津軽暖流域

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，

142.5屯付近までであった。

7月

• 黒潮域

黒潮主流は野島崎沖の34.7 °N, 140.5 ° E

(2.4ノット）及び35.3 °N, 141.3 ° E(2.l 

ノット）付近を北東に向かい， 36.8 °N,

142,S"E (2-9ノット）を経て36.3 ° N,

144.0 ° E (2,9ノット）付近を東に流れてい

た。

混合城

三陸沖の39.0 °N, 144.3 ° E付近に暖水

(Trno 12℃)があった。

鮫角沖の41.0 °N, 145.0 ° E付近を中心と

する大きな暖水塊(1'100 11℃)があった。

・ 親潮域

親潮第1分枝は襟裳岬南西の4J.5 ° N,

143.0 ° E付近にとどまり，これに連なる冷水

(T100 2℃)か鮫角沖の40.7 °N, J42.3 °E

にあった。

親潮第2分枝は鮫角沖の暖水塊の東側を通

り， 40.0 °N, 146.5 ° E付近から西に張り出

し塩屋崎沖の37.0 °N, 142.5 ° E付近に達し

ていた。

• 津軽暖流域

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，

142.7 ° E付近までであった。

8月

• 黒潮域

黒潮は房総半島沿いに北東に流れ主流は犬

吠崎沖の35-7 °N, 141.8 ° E (2.7ノット）

及び36.0 ° N, 142.0 ° E (2.8ノット）付近

を北東に流れていた。

混合城

金華山沖の38.2 °N, 145.6 ° E付近に暖水

(Trno 17℃)があった。

鮫角沖の41.0 ° N , 144.4 ° E付近を中心と

する暖水塊(T10010℃)があり， その周辺

は最大1.8ノットの流れがあった。

・ 親潮城

親潮第1分枝は襟裳岬南の41.5 ° N ,143.3 ° 

E付近にとどまり，鮫角沖の 暖水塊と接して

し ヽ た。

親潮第2分枝は42 .o 0N , 146.5屯付近か

ら鮫角沖の暖水塊の東側沿いを南に張り出し

て39.0 ° N以南に達し， その一部は鮫角沖の

暖水塊の南側沿いを西にのぴ，更に鮫角～塩

屋崎沖の36.5 °N, 142.0 ° Eに達していた。

・ 律軽暖流域

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，

143.0 ° E付近までであった。

¢
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9月

黒潮城

黒潮主流は野島崎南東の 34.7 °N, 140.3 ° 

E (2-1 ノット）付近を北東に流れていた。

混合域

金華山沖の 38.2 °N, 144.2 ° E付近を中心

とする暖水塊 (T100 17 ℃)があり，その周辺

は最大 2.1 ノットの流れがあった。

鮫角沖の 40.5 °N, 145-1 屯付近を中心と

する暖水塊 (T100 12 ℃)があった。

親潮域

親潮第 1 分枝は襟裳岬付近にとどまってい

た。

親潮第 2 分枝は鮫角沖の暖水塊の沖側を南

西に張り出して 39.5 °N, 144.5 °E 付近に達

していた。 これに連なる冷水域 (T 100 2-4

℃)が鮫角～塩屋崎沖に点在していた。

津軽暖流城

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，

143 . 5 ° E付近に達しており， 最大 2.1ノット

の右回りの環流を形成していた。

10 月

黒潮城

黒潮主流は野島崎南南東の 33.7 °N, 140.5 ° 

E (2.4 ノット）付近から 35.0 °N, 141.2 ° 

E (2.3 ノット）付近を通り， 35.7 °N,

142.0 ゜E (2-9 ノット）から 36.5 °N ,144-0° 

E (1.7 ノット）付近を北東に流れていた。

34.0 °N, 144.0 ° E 付近を中心とする冷水塊

(T100 1 3 ℃)があり， その周辺は最大3.3J

ットの旅れがあった。

混合域

金華山沖の 38 .0° N , 144 .O OE付近を中心

とする暖水塊 (T 100 18 ℃)があった。

三陸沖合の 38.? °N, 147.4 °E付近に暖水

(T 100 13 ℃)があった。

黒崎沖の 40.0 °N, 144-5 °E付近を中心と

する暖水塊 (T100 15 ℃)があった。

黒崎～鹿島灘沖に冷水 (T100 2-5 ℃)が

点在していた。

親潮域

親潮第 1 分枝は襟裳岬南の 41-5 °N付近に

とどまっていた。

親潮第 2 分枝は 40.0 °N,

みられた。

津軽暖流域

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，

143-4 °E 付近までであった。

11月

黒潮城

黒潮主流は房総半島沿いに北東に流れ 35.5 °

N, 141.5 ° E (2.4 ノット），36.0"N,142.0゜

E (2.6 ノット）及び 36.5 °N, 142 .5 ° E 

(2-4 ノット）付近を経て 37.0 °N, 144.0 ° 

E (2.0 ノット）付近に達した後東南東に流

れていた。

混合域

近海を北上する暖水 ('1' 100 16 ℃）は144.0 °

E を中心に 40.0 °N以北に達していた。

釧路南東の 41.5 °N, 145.0 ° E 付近に暖水

(T 100 14 ℃)があった。

能ケ崎沖の 39.3
°
N' 143.3

°
E 付近に冷水

(1、

100 5 ℃)があった。

金華山沖の 38.5 °N, 142.5 ° E 及び 38.3 °

N, 145.5 ° E 付近にそれぞれ冷水 (T 100 4 

℃, 6℃)かあった。

親潮城

沖合の親潮は 41.5 °N, 147 .0 ° E 付近にみ

られた。

津軽暖流域

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，

143.0 ° E 付近まで みられた。

12月

黒潮域

黒潮主流は房総半島沿いに流れ 36.0°N,

142.0 ° E (2.8 ノット）付近を北東に流れて

C'fこ。

混合域

屁ケ崎沖の 39.5 °N, 143.2 ° E 付近に暖水

(T 100 13 ℃)があった 。

釧路南東の 42.0 °N, 145.8 °E 付近を中心

とする暖水 (T 100 11 ℃)があった。

鮫角沖の 40.5 °N, 144.8 ° E に冷水 ('f100

5℃)があった。

!46.0 °
E付近に

、'
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・ 親潮域
親潮第 1 分枝は楳裳岬南の 41.5 °N 付近に

とどまっていた。

親潮第 2分枝は40.5 °N, 147.5 ° E 付近に
みられた。

• 津軽暖流域
津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは，

142.0 ° E 付近までであった。
2. 全年の海況

• 黒潮城
近海の黒潮主流の北限は 5月以降 36.0 °

N

を越え， 10 , 11 月には 37-0 ゜N 付近に達し
た。

なお，5 , 6月は南への蛇行が顕著であっ
た。また， 10 月には 34.0°N, 144.0

° E 付近
に冷水塊 (T100 13 ℃)があった。

6 月は犬吠崎～鹿島灘沖にかけて顕著な北
東流 (4.9 ノット）があった。

・ 混合城
近海を北上する暖水は 5 月に 37.0 °N に達

し， 11 月には 40.0"N以北に達した。
5 月に黒崎沖の 40-0 ゜

N, 144.0
°

E 付近を
中心とする暖水塊があり，その後 41-町N, 議事概要

第39回日本海海洋調査技術連絡会

日 時 昭和 59 年 12月 12 日（水）
13 : 30 ~ 16 : 30 

12月 18 日（木）
09 : 30 - 16 : 30 

場 所 海上自衛隊舞鶴地方総監部

当番機関 海上自衛隊鶴鶴地方総監部
出席機関 海上自衛隊舞鶴地方総監部，気象

庁海洋気象部，舞鶴海洋気象台，
第八管区海上保安本部，第九管区
海上保安本部，海上保安学校，日
本海区水産研究所，京都府立洵洋
センター，京都府立水産高等学校，
青森県水産試験場，秋田県水産試
験場，富山県水産試験場，石川県
水産試験場，福井県水産試験場，
兵庫県但島水産事務所試験研究室，
鳥取県水産試験場，島根県水産試
験場，海上保安庁水路部

145 .o 屯付近に移動し， 10 月までみられた。 1. 昭和59年の海洋観測実施経過の概要及び昭和
3�10月にかけて三陸～常磐沖には冷水か 60年の海洋観測計画案が，それぞれの資料に基

あった。
・ 親潮城

親潮第 1 分枝の南への張り出しは 2�4 月
に金華山沖に達したが 5 月は 40.0

°
N, 6 月

には 41.0°N以北に後退し， 7 月以降は41.5
°

N以北にとどまった。

親潮第2分枝は 5�9 月にかけて黒崎沖の
暖水塊の沖側を迂回してその一部は西南西に

張り出して三陸～常磐近海に分布していた。
• 津軽暖流域

津軽暖流の尻屋崎東方への張り出しは例年
並みであった。

9月には 143.5 ° E 付近まで達し，最大 2.1

ノ，卜の右回りの環流を形成していた。

づき下記の 6 機関より行なわれた。

舞鶴海洋気象台，日本海区水産研究所，第八
管区海上保安本部，第九管区海上保安本部，京
都府立水産裔等学校，海上自衛隊舞鶴地方総監
部

2. 昭和59年の日本海の海況原案が当番機関から
提出され，原案通り承認された（付記参照）。

3. 昭和60年度当番機関について

日本海区水産研究所か次回当番機関と決定し
た。

4. 業務紹介
ll) ')アルタイム海況情報サーヒス

気象庁海洋気象部 周東 健三
l2) 音波ログによる海流測定について

海上保安庁水路部 小杉 瑛
(3) 昭和59年度日本洵洋テ ー タセンタ ー業務報

告 海上保安庁水路部 束原 和雄

｛
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衛星から得られた水温情報の活用について

第九海上保安本部 木村 忠正

5. 調査研究発表

(!) KG線断面における深層までの水温， 塩分，

現場比容の分布と地衡流量

気象庁海洋気象部 周東 健三

日本海(TM線）における洵況の年年変動

について

(4) 

(2) 

•

．

 

舞鶴海洋気象台 小西 靖

(3) 日本海 (TM線）における生物量の平均的

分布 舞鶴海洋気象台 榎原 資嗣

(4) 青森県沖における海況の動向について

青森県水産試験場 天野 勝三

付 記

昭和 59 年の日本海の海況

（昭和 58 年 11 月～昭和 59 年 10 月）

I. 全般的な海況の推移

対馬暖流城（以下「暖流域」）の表面水温は，

平年に比べて， 58 年 11 月・ 12 月及ぴ 59 年 9

月・ 10月はほぽ平年並 であったが， 1 月から 5

月にかけては寒冬，冷春の影靱で2℃前後低く，

6 月から 8 月は早い梅雨明け及び 8 月の猛暑に

影響されて 1-3 ℃裔めとなった。

50m 水温は，平年に比べて， 58 年 11 月・ 12

月は並み， 59 年 1 月から 5 月までは 1-3 ℃低

めであり表面水温とほぼ同様な経過をホした。

しかし， 6 月以降 9 月までは，表面水温か 1-

2℃平年に比べて裔い状態になったにもかかわ

らず，隠岐諸島以西で平年並みになったほかは

全般的には依然として 2-5 ℃低い状態が続い

た。特に山陰東部沖から若狭湾北方及び佐渡島

北西の各海域では 5-7 ℃低い状態が続いた。

10月に入ってもこれらの海城の低温状態は持続

したか， 隊岐諸島周辺，及び能登半島以東の沿

岸域で平年に比べて 1-2℃裔めとなった。 な

ぉ， 2-5 月の表面水温及び 2-7 月の50m 水

温は異常とも言える低さであった。

100 m 水温では，寒流城から張り出す冷水域

及び低温域か浜田・経ケ岬 ・佐渡島及び入道埼

の各沖合にほは通年みられた。入道埼沖のもの

の変動はさほど大きくはなかったが，経ケ岬沖

のものは変動が大含< . 大和堆付近から南方へ

版り出す形のもので， 6月から 10月にかけては

孤立した冷水城を形成していた。

対庵暖流は， 7月までは浜田沖・経ケ岬・佐

渡島沖及び入通埼沖等に接岸する大きな蛇行状

態の流れとなったが， 8月以降は，隠岐諸島か

ら能登半島間で，沿岸ぞいの流れと沖合いの流

れに分かれ， その後，能登半島北方で合流して

津軽海峡方面へ流れていた。 越前岬北西断面

(PM線 st. 1-9) の北上流量 (500 db 面

基準： X 10 8 面/ sec) は，冬： 1.08 , 春：

1-06 , 夏： 1.07, 秋： 1.97 であり， 平年に

比べ，全般に少なかった。

2. 各月の海況

11月：暖流城の表面水温は， 15-22 ℃を示

し，前月に比べ，能登半島以西で3-4 ℃， 以

東で4 -6℃降温した。 平年差では，隠岐諸島

以西及び能登半島西方で 1 ℃尚く，経ケ岬北北

西20海里から同 140 海里にかけて 1 ℃，佐渡島

北西75海里付近及び口作埼から津軽海峡西口に

かけて 2-3 ℃，入道埼西方80海里付近で1-

2℃， それぞれ低かったほかは，並みであった。

100 m 水温では，寒流域から張り出す冷水域

が能登半島北西50海里及び入道埼西南西75海里

の各付近にみられ，浜田北北東 140 海里及び経

ケ岬北西65海里には，中心水温8℃の低温城か

みられた。

対島暖流は，隠岐諸島北西45海里付近で， 大

和堆方面と山陰東部沿岸に向う流れに分かれ，

その後前者は大和堆付近から南へ転じ，後者は

経ケ岬沖で北へ転じて，能登半島四方70海里付

近で合流した後，能登半島沿岸を北上し，冷水

域の周緑を蛇行しなか ら律軽海峡西口へ向って

いた。 その流速は 1 ノ ット前後であった。

12月：暖流城の表面水温は， 13-19 ℃をホ

し，前月に比べ，能登半島以西で 1-3 ℃，以

東で， 2-4 ℃降温した。平年差では隙岐諸島

以西で2℃高く，佐渡島西北西85/毎里付近で 3

℃， 佐渡島北東沖及び酒田沖で 1 ℃， それぞれ

低かったほかは，並み又は 1 ℃高かった。

100 m 水温では，寒流域から張り出す冷水域

か，佐渡島北西60洵里及び入道埼西南西65海里
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の各付近にみられ，浜田化方115海里及び経ケ

岬北北西75海里の各付近には，中心水温7~8

℃の低湿域がみられに

対島暖流は，全般に前月同様の流路を示して

いる模様であり，特に越前岬へ0)接岸が顕著で

あった。 その訛速は!~l.5ノットであゥた f

1月：観測資料か少ないため，海況の全般的

な把握はで含なかった，

暖蔀域の表面水温は，隠岐諸島北北西から南

南東にかけては，11℃rlU後を示し，前月に比べ

5~7℃降温したじ 平年差では2℃前後低かっ

た。また，能登半島西方涸城では8~12℃を示

し， 平年差で2~3℃低かった Q

100 m水温では，寒流域から張り出す冷水域

が，浜田北北東130海里付近にみられた。

対馬暖流は，大和堆付近から能登半島北北西

70海里付近を南下し同北方30海里に接岸した後，

じて流れており， その流速は]~ 1.5ノ

ットであった ゥ

2月：暖流城の表面水温は， 7~10℃を示し，

平年差では，能登半島以西で1 ~3℃，以東で

I ~4℃低く，特に入道埼西方125海里付近で

5℃低かった。

100 m水湿では，寒流域から張り出す冷水城

が，浜田北方145海里，経ケ岬北北西155海里，

佐渡島北西30海里，入道埼南南西40洵里の各

付近にみられ，経ケ岬北北西茄海里付近には中

心水温7℃の低湿域がみられた。

対馬暖流は， ウツリョウ島北方30海用ー屈田

北方110海里 ー 隈岐諸島北方150海里ー経ケ岬

北北西130海里 ー 能登半島北方30海里 ー ＇左渡島

北方55海里 ー入道埼南西40海里 一 津軽海峡西口

を結ぶ付近を大忍く蛇行して流れている模様で

あり， その流速はI ~1.5 J ットであった。

3月：暖流城の表面水湿は， 6~ll℃を示し，

前月に比べ、能登半島西方10洵里，同北方50

海里，入道埼西方⑳海里の各付近で2℃， その

ほかは1℃前後降温した。平年差では，能登半

島北方65海里，同Jl5海里，酒田西方80海里か

ら入道埼西方45海里にかけての各海城で a·c低

かったほかは1~2℃低かった。

100 m水温では， 寒流域から張り出す冷水城

34 

か，隠岐諸島北西30海里，経ケ岬北方llO海里，

能登半島北方郎海里， 入消埼西方10海里0)各

付西にみられ， ほかに，経ケ岬北西印海里及び

佐渡島南西10海里には， それぞれ中心水温5~

6℃の孤立冷水域がみられた。

対馬暖流は，前月と同様の流路をとっている

模様で，特に経ケ岬北方凶海里までそれぞれ接

岸していた。 その流速は1~2ノ ットであった。

4月：暖流域の表面水淵は， 7 ~•13℃を示し，

前月に比べ，能登半島以西から闊岐諸島にかけ

ての海城及び能登半島以東の沿岸域， 入道1奇西

方⑳海里付近では， ほぼかわりなかったが， そ

のほかは1 ~2℃昇湿した¢ 平年差では，問岐

諸島東方海域及び炉作埼西方印海里付近で3℃

低かったはかは， 1~2℃低かったc

100 m水温では， 寒流域から張り出す冷水域

か，浜田北方120海里，佐渡島西南西30洵里，

入道埼南西40海里の各付近にみられ， また，経

ケ岬北西105海里，佐渡島南西幻海里，同1は復

45泄里には，中心水湿5~6℃の孤立冷水域が

みられた。

対馬暖流は，前月と同様に大きく蛇行して流

れており， その離接岸城ばやや東偏していた。

流速は1~1.5ノy卜であった。

5月：暖流域の表面水痴は， 8~16℃を示し，

前月に比べ，全般に2 ~5℃昇湿し，全域が昇

温期に移行した。 平年差では， 全般に1~2"C

低かった。

100 Ill水温では， 寒流域から張り出す冷水域

が，浜田北北西105海里，経ケ岬北方め洵里，

佐渡島西方20海里，入道埼西方15海里の各付

近1こみられ，浜田北方90海里，経ケ岬北北西邸

海里，佐渡島南西15沸里の各付近には中心水湿

5~6℃の孤立冷水域がみられた。

対馬暖流は，1l1J月に引き続き寒流域から張h

出す冷水城の周縁を大きく蛇行して流れており，

その流速は1ノット前後であった。隠岐諸島を

迂屈する流れもみられた 粒

6月：暖流城の表面水温は， 16~認℃を示

し，全般に昇温傾向が著しく，前月に比べ4~

7℃昇温したc平年差では， 1~2月頃から続

いた低温頻向から転して，全般に1~2℃靡<
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なった。

100 m水温では，寒流域から張り出す冷水域

が，浜田北方 150 海里，佐渡島西方20海里の各

付近にみられ，また， 浜田北西70海里，経ケ岬

北西 40 海里， 同北方80海里，佐渡島北東35 海
里の各付近には，中心水湿 5-6 ℃の孤立冷水

域がみられた。

対馬暖流は，前月と同様に寒流城から張り出

す冷水域の周縁を大きく蛇行して流れる 0.5-

lノットの流れか優勢であった。 また，浜田北

方90海里付近から隠岐諸島を迂回し，経ケ岬北

西冷水城の孤立化と相まって沿岸ぞいに流れ，

越 前岬北西で前記の流れと合流する流れがみら

れた。

7 月：暖流域の表面水温は， 20-25 ℃を示

し，前月に比べ，全般に 3-5 ℃昇温した。半

年差では，全般に 1-3 ℃尚かった。

100 m水温では，寒流域から張り出す冷水城
は，前月とほぼ同じ海城1とみられた。 しかし，

経ケ岬北西40海里付近に存在した孤立冷水域は

北東へ移動した。

対馬暖流は，相変らず大きく蛇行して流れて

おり佐渡島西方の接岸域が前月よりも約30海里

北西へ偏していた他は，大きな変化はみられな

かった。 その流速は 1 ノット前後であった。

8 月：暖流域の表面水湿は， 25 -29 ℃を示

し， 引き続き全域が昇温頒向にあり前月に比べ

3-6 ℃昇温した。 平年差では，全般に 1-3

℃高かった。

100 m 水温では，寒流城から張り出す冷水城

か，浜田北北西75海里，佐渡島西北西40海里の
各付近にみられ，経ケ岬北方70海里付近には中

心水湿 5 ℃の孤立冷水域がみられた。

対馬暖流は， 隠岐諸島から能登半島間では，

沿岸ぞいの流れと，隠岐諸島の西方から竹島付

近を通り大和堆付近に向う沖合の流れに分かれ，

その後，能登半島北方で合流して，津軽海峡方

面へ向っていた。 その流速は1ノット前後であ

り，特に若狭湾沖では， 1-6 ノットの北東流が
みられた。

9 月：暖流域の表面水温は， 24-27 ℃をホ

し，前月に比べ全般に 1-3 ℃降温し，降温期

に移行した。 半年差では，佐渡島西方20海里か

ら入遥埼西方75海里にかけての海域て 1-2 ℃

低かったほかは，全般に並みであった。

JOO m水温では， 寒流域から張り出す冷水城

が，佐渡島北西20海里付近にみられ，浜田北北

西80洵用， 隠岐諸島北北西65洵卑，経ケ岬北方

70海里には，中心水温 5-6 ℃の孤立冷水域か

みられた。

対馬暖流は，前月とほば同様な流路をとって

おり， その流速はlノット前後であった。

10月：暖流城の表面水温は， 21-25 ℃を示

し，前月に比べ， 全般に 1-3 ℃降温した。 平

年差では，経ケ岬北方と佐渡島北西で並みのほ
かは， 1 ℃前後高かった。

100 m 水温では， 寒流域から張り出す冷水城

が佐渡島北方60海里付近にみられ，浜田北方75

洵卑及び佐渡島北西20海里の各付近には， 中心

水温5℃の孤立冷水城がみられた。 また，前月

隠岐諸島北北西 55 海里及び経ケ岬北方 70 洵里

にみられた孤立冷水域は，低温域に変化した。

対馬暖流は，前月と同様であったが，佐渡島

付近では同域の冷水域の東偏に伴い同島に大き

く接岸した。

注： 1 平年値は次のものを使用した。

表面水温及び50m水温： 1953-1980 年

（日本洵区水産研究所）

越前岬北西断面北上流量： 1972 -1981

年(PM線st. 1-9)

（舞鶴海洋気象台）

冬： 1,74 (108 面/sec)

春： 1,71

夏： 2,68

秋： 2,70

2 用語の定義等

冷水域： 100 m 深で，水湿が6 ℃以下の

海城

低温域： 100 m 深で，水湿が 6 ℃以上で

あるが， 相対的に周囲に比べて低温な海

域。

水温の「平年並み」：水湿差が士l℃以

内を「平年並み」と表現した。
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弟14回 南海 ・瀬戸内海洋

調査技術連絡会

日 時 昭和59年12月6日（木）

09 : 30�17 : 00 

12月7日（金）

09:30-12:00 

場 所 パレス神戸（警察共済）

当番官庁 第五管区海上保安本部

議事概要

I. 徳島県及び山口県内海水産試験場の入会につ
いて

第五管区海上保安本部

2. 昭和59年度海洋調匠経過及び昭和60年度海洋

調査実施計画案が， それぞれの資料に基づき下

記の17機関により行われた。

神戸海洋気象台， 第六管区海上保安本部，南

西海区水産研究所，中国工業技術試験所， 第三

港湾建設局，和歌山県，兵庫県，徳島県，大分

県，岡山県，香川県，大阪府，愛媛県，福岡県

豊前，高知県の各水産試験場， 第五管区海上保

安本部，海上自衛隊呉地方総監部

3. 昭和 60 年度当番機関について

海上自衛隊呉地方総監部が次回当番機関と決

定した。

4. 調査研究等発表

(1) 気象庁の海況通報業務について

気象庁海洋気象部 長坂 昂ー

l2) 昭和59年度日本海洋デ ー タセンタ ー 業務報

告 海上保安庁水路部 辰野 忠夫

(3) 熱帯海洋と全球大気研究計画(TOGA)

について

気象庁海洋気象部 長坂 昂一

(6) 東海道沖冷水塊周辺に出現する小暖水塊

神戸海洋気象台 隈部 良司

(7) 紀伊半島南岸の沿岸流について

第五管区海上保安本部 豊嗚 茂

(8) 瀕戸内海の水塊特性（カ ー フェリ ーによる

長期水質測定より）

中国工業技術試験所 橋本 英資

(9) 昭和59年冬季の低温現象について

兵庫県水産試験場 反田 実

叫 ア）レゴスブイ及びレ ー ダープイの長期間追

跡 中国工業技術試験場 藤原 建紀

Ull 播底灘におけるシャットネラ耐久細胞の分

布と発芽温度

南西海区水産研究所 今井 一郎

⑬ 広島湾環境整備計画調査について

第三港湾建設局 木村 隆

M 1984年広島湾の海況について

第六管区海上保安本部 中村 啓美

⑬ 赤潮回収船の開発と実船試験

第三港湾建設局 佐原 光一

⑱ 水中ケイ光光度計（パリオセンス]I)の試
用について

神戸海洋気象台 半沢 洋一

⑱ 大阪湾凛流調査について

第五管区海上保安本部 今西 学士

第38回 西日本海洋調査技術連絡会

日 時 昭和 59 年12月3日

09 : 00�17 : 00 

場 所 長崎バスタ ー ミナルホテル

当番官庁 西海区水産研究所

(4) llll和58年度西太平洋海域共同調査の結果に 議事概要

ついて 1. 昭和59年度海洋調査の経過報告及び昭和 60年

海上保安庁水路部 塩崎 愈

(5) 1984年9月に消滅した黒潮の蛇行現象に

ついて

南西海区水産研究所 藤本 実

- 36 -

度海洋調酋実施計画の説明か資料に基づ含下記

の15機関より行われた。

西海区水産研究所， 長崎海洋気象台，第七，

第十，第十 一の各管区海上保安本部，山口県外

海， 福岡県，佐賀県， 長崎県， 大分県，宮崎県，

｛ 



JODCニユース

No. 30 

•

鹿児島県の各水産試験場， 海上保安庁水路部，

気象斤海洋気象部， 海上自衛隊佐世保地方総監

部

2. 次回会議について

昭和 60 年 12 月上旬に鹿児島で， 当番機関は

第十管区海上保安本部に決定した。

3. 調査研究等発表

(!} 対島暖流域における表層高温舌軸の東西変

動 西海区水産研究所 玉井 一寿

(2) 1984年冬期東シナ海の海面水温について

長崎海洋気象台 藤原伊佐美

仙崎港至萩港の潮流9こついて

第七管区活上保安本部 於保 正敏

中之島付近における黒潮流軸変動と潮位

第十管区海上保案本部 下平 保匝

日本周辺海城の全リ／について

気 象 庁 鷺 猛

KB線の潮境における植物色索，動物プラ

ンクトンの分布

長崎海洋気象台 盛山 栄一

(7) 昭和59年度日本海洋テ ー タセノター業務報

佐 梱上保安 庁 森 巧

(8) リアルタイム海況情報サービス

気 象 庁

トカラ海峡の黒潮変動

鹿児島大学

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(9) 

鷺

市川

猛

弘

．
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日本海洋データセンター の利用状況調査（昭和59年）

昭和 5 9 年 1 月 �1 2 月までの利用状況は下表の通りである。

表1 利用目的別提供件数

利 用 目 的

分 野 利 用 明 細
J. a 源開発 水赤資源

（採取漁業，削蓑殖漁業等）
鉱物資源
エネルギ ー資源
（火｝］，原子刀，波刀，海潮

流，温度芹の発電）
洵水資源（海水，溶存物質等）

2. 運輸・保安・ 海 運
通信 港湾建設

海底ケ ー プル
パイプライン

笞備・救助
空 港

8 涸面研究 研 究
教 材

「［環悦保全 汚染防止
鹿東物処理

5. レクレ ー ショ 海中公園
ン・観光 スボ ー ツ

油浜レジャ ー

海中展望台
6 スペース利用 備蓄，股丁業用地等
7. 父 換 ライプラリー整備

国際交換
8 そ の 他 行 政

広報• 取材
防 災
海中機器，測器，構；告物等
洵上気象
その他

計

表2 機関別問合せ件数

機 関 別 国 内 国 外

民 間 企 業 863 ゜

政 府 機 閑 3 37 30 

人 学 23 2 2 

特 殊 法 人 81 ゜

個 人 173 3 

地方公共団体 57 ゜
� � �

1,743 35 

表3 海洋情報デー タの項目別提供件数

件数
分野別

計
59 

要 素 件数 要 素

水 淵 133 海 上 気 象

塩 分 84 海 底 地 形

26 化学成分 36  海 底 地 質
41 

密度△ D 29 海洋地球物理

沿 水 温 22 海 洋 生 物

6 138 岸 塩 分 10 海 水
82 

洵 化学成分 〇 透 明 度
106 

12 象 密度△ D 1 津 波

5 水 温 53 文献アトラス
14 

6 225 

68 

403 471 

分 26 水路 図 類

化学成分 5 図誌 書誌類

密度△ D 7 JODC刊行物
15 

61 76 
海 洋 汚 染 44 JODO業務案内

11 海 流 212 ROE 文 書

100 潮 流 215 観 測 計 画
16  

潮 汐 224 測 量 原 図
6 138 

18 18 波 浪 172 そ の 他

合 計
68 68 

183 

82  

13 

27 表4 項目別提供件数の推移
18 

II 334 年 データ・情報の項目別
供 件 数

1,457 
附和 5 2 年 872 

53 904 

54 78 4 

外 55 1,098 

86 3 
5 6  1,121 

36 7 

234 
57  2,200 

81 58 2,330 

I 76 59 3,015 

57 

1,778 

- 38-

件数

159 

194 

69 

57 

39 

24 . '. 
11 

10 

201 

252 

177 

156 

38 

3 

8 

18 

331 

3,015 

， ．
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受 領 文 献

ff/J和5 9年7月から1 2月までに国内外の海洋関係機関から受領した文献・資料は次の通りである。

（国内）

海出上保：：庁1海洋：物資源：主産能刀；海洋 1 出

環境に関する研究 資料緬

名

．

本州北西岸 富山湾海底地形・
底質調査記録集 I , lI

海洋速報 I 3 -2 4号

水路要報第 I O 5号

台湾沿岸水路誌

本州北西岸水路誌 追補第2

潮汐表昭和 6 0年第 1巻

天測略暦 11ll和6 0年

安本部

．

 

昭和 5 8年度海洋汚染に係る 年I 0月）

化学物質の識別に関する実験 第七管区海上保 七管海洋速報第5-1 3号

的研究報告書 安本部
昭和 5 8年度有害液体物質検 第八管区両上保八管海洋速報昭和 5 9年号

知システムの開発に関する研安本部 外I, I 2 -2 0 号

究報告書 海洋概報第 3 -9号

二管区海洋速報第1-2 2号

海洋概報第2-4号

第三管区海上保三管区海洋速報第1 4-2 5 

安本部 1 号

海洋概報第 1号

第四管区海上保四管海洋速報 窮11�2 2号

安本部 海洋概報第 6�8号

沿岸流観測報告書熊野灘沿岸

（熊野沖～長高沖）

第五管区海上保

安本部
五管海洋速報第1 a�2 4号

沿岸流観測報告書 No I 紀伊

半島南岸（勝洞～串本沖）

漂流調督報告書 大阪湾 No. I 
第六管区海上保六管海洋速報第 1�s号

安本部 海洋概報第1�11号

若狭満共同観測資料 昭和 5 9

年7 月 2 8 日 -s月1 日

第九管区海上保1海洋速報第 6-8 号

安本部

所I書 誌
広島港の潮流

松前港潮流観測報告（昭和5 9 

九管区海洋速報 7�1 2号

海洋概報第 2 , 3号

第十管区海上保 十管海洋速報第5号一4�第

安本部
I 

8号ー 8

海洋概報第7�9号
天測暦昭和6 0年 第十一管区海上海洋速報第I 4-2 7号

第一 管区海上保 ー 管区海洋速報第 9-1 7号保安本部 海洋概報第 6 , 7号
安本部 海洋速報第4-1 1号 南西諸島渡久地港（瀬底大橋）I

海洋概報第4, 5号 付近潮流観測報告
第二管区海上保1海洋速報第6-1 3号 海上保安大学校研究報告第一部第3 0巻第 1

気 象

号

研究報告第二部第 3 0巻第 1

号

庁1気象庁沿岸波浪数値計算資料
No. l 

気象庁図書月報第3 0巻 第
4�1 0号

地震月報附和 5 8年1 2 月

昭和 5 9年1�3月

BATHY通報の手引き 昭和
5 9年7月改訂版

全国海況旬報 No.1357�1375 
MARINE CLIMATOLO­

GICAL SUMMARY 

No.1 6 
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出 所 書 誌 名 出 所 書 誌 名

災害時気象調査報告 昭和 5 8

年6月-7月までの間の低温
AN'l'ARCTIC METEO­

ROLOGICAL DATA 

Vo!. 2 3 

気象要覧第1009-1014

研究時報 3 6巻 1-3 号
気象庁海洋汚染観測速報

第2 号漁場蔽本図調査
調査船照洋丸報告書 昭和 5 8

年度（後期）
漁 港 部ド支浪調査報告書昭和5 5-

5 6年度
北海適区水産研オホ ー ツク海のサンマ漁況予報
究所 昭和 5 9 年度
東北海区水産研東北海区漁場海況概報 1984

年4-7 月第 2 5号 1究所
気象庁月報昭和 5 9 年1-6

月

潮位表昭和6 0年
気象庁海洋気象観測資料

Nu73, 74 

気象庁外洋波浪図 1983 年
火山噴火予知連絡会会報
第 3 0 , 3 I 号
測候時報第5 I巻第3-

気 象 研 究 所

函館海洋気象台

神戸海洋気象台

5号
気象研究所研究報告 Vol 3 5

Nu 2 , 3 

気象研究所技術報告 第 1 2号1西海区水産研究
高風丸海洋観測計画 1984年所

I 0月
海洋速報第2 2 巻第2�

3 号
神戸海洋気象台彙報 Nu 202,

北上期サンマ調査（第 I 2 宝洋
丸 1984 年6月 24 日 -9

月 3 I 日）速報
東北海区水産研究所研究報告
第 4 5号

東海区水産研究I長期漁況予報 Nu 6 4

所 さかな No 3 I

南西海区水産研第2報 南西海区長期漁海況予
究所 報昭和 5 9 年秋季

203 

海洋速報第9 7. 9 8号
舞餡海洋気象台1旬平均海面水温 No.473 -

487 

海洋速報 No. 347, 348

海上気象概報 No. 362-367

長崎海洋気象台I西日本海況旬報第 1312-

1329号
海洋速報第114, 115号

仙台管区気象台1仙台管区異常気象報告 第8 2

8 3 号
水 産 庁 周辺海城漁場基本図作成事業報
研究部研 究課 告書昭和 5 7 年度，資料編

南西水研こュ ー ス No 3 2 
南西海区水産研究所研究報告
第 1 7号

対馬暖流系アジ・サパ・イワシ
漁海況長期予報昭和 5 9 年
1 0月～昭和6 0 年3月

西洵区水研ブロック漁海況連絡
会議議事録（抄） 第 4 I 回

西海区水研ニュ ー ス No. 4 7

研究報告第6 1 号
日本海区水産研

1
日本海区沖合底び含網漁業漁場

究所 別漁獲統計調査資料 1969

-1982 年
沿岸・沖合漁業漁況海況予報串

業の日本海区における実施細
則昭和4 4, 4 5年度

近海漁業資源の家業化システム
の開発に関する総合研究（マ
リ ーンランチング計画）プロ
グレス・レボ ー ト 昭和 5 5

-5 8年度
潮河性さけ• ますの大量培養技

f

｀
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術の開発に関する総合研究プ
ログレス・レポート 昭和

5 3, 5 4年度

連絡ニュ ー ;,; No. 21 l -330 

日本海プロック試験研究集録

第2, 3号

昭和5 I年度日本海プロック漁

況洵況長期予報関係会議謡事

録｛抄）

日本疱におけるスルメイカ漁場

一斉淵査及び椎仔分布調資実

施要領（刷和5 2年4月）

日本海の属地統計（昭和5 9年

姿 ．

 

8月） 国土地理院潮位月報 1984年3-9月

海洋生物資栢の生産能刀と湘洋 験潮記録昭和5 8年

環境に関せる研究北陸沿岸 地震予知連絡会会報第3 2巻

地域調査資料集（昭和5 8年 未利用沿岸漁場開発計画識査
11月） 阿武隈ill· 名取川剃口城沿片

最近の日本栂漁業資諒（昭和 漁場開発計画基礎図集（昭和

5 8年8月）

昭和5 9年度第2回日本禅スル

メイカ長期漁海況予報
Mu2 6

昭和5 9年度日本海スルメイカ

観期廂海況予報に関ずる資料
l[ 

日本栂アジ々サパ・イワシ・プ

リ漁況海況長期予報 即5 8

日本海漁場海況速報 Mu 382-
385 

遠洋水産研究所1遠洋水産研究所ニュ ー ス

恥53, 54 

運 輸 省1新しい困土の創造噂1合人工島

に関する識壺報告習 JI-N 
トランスポ ー ト 1984年6-

l 0月号

船舶技術研究所1船舶技術研究所報告 第2 l巻
第3-5号

港病技術研究所1港湾技術資料湘475-493

昭和5 1年度 港腐技術研究所

謡油会講演集

港湾技術研究所報告 Vol. 2 2 

Nn4 VoL 2 3池l . 2 

逮洋航涸報告 lf/i和5 9年度第

1回（日本丸），（大成丸），

（銀詞丸），（海王丸），

（青雲丸）

第二池湾建設局1東京湾海洋構造隣査報告習（第

航湘訓練所

三報）， （第四報），（第五

報） ー東京嫡における長期

係留観測 一

建設省河川局1海象年表（第四rり］） 昭和5 7 

年度

5 9年8月）

国土地理院時報 Nu 6 0 

中部地方建設屈
1

中部技報第161, 162号

中部技術事務所 昭和5 8年度技術管理業務の

成果概要
高炉セメノトコンタリ ー トに関

する調査報告書（昭和5 9年

5月）

昭和5 8年度 道路維持修繕エ

事用機械に関する請食試験報

告書〈路面わだち掘れ測定機

に関する瀾査試験〉（裔所作

業の機械化に関すろ調査試験〉

附和5 8年度 災害対策用の機

椋に関する調査試験報告書

環災復旧用機械に関する誤

査試験〉
農林水産省

1
場報No.42�44

嬰業土木試隙場 罠業土木試験場技報WM (水

利）第160号4, HE 

（水エ） 第162号3
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技報論文要約集 11[1和58年度 国立極地研究所Memoris of National 
海上自衛隊1海上自衛隊海洋観測年報昭和 Institute of Polar Rese-

海洋資料作業隊 5 7年第I , 2分冊 arch Special Issue 
黒潮流路図舶和5 3年1月- No.32,33 

昭和58年I 2月 Special Map Series of 
科学技術庁研究I黒潮の開発利用の調蒼研究成果 National Institute of Po-
調整局 報告書（その7)
国立防災科学技

I
研究報告第3 3号

術センター 防災科学技術Nu52,53
要旨集 Nu 6 
防災科学技術研究資料 第3 5 

3 6号
科学技術庁資源調査会報告 第

9 4号海底熱水鉱床に関す

lar Research No. I 
Jare Dat.a Report No. 9 5 
南匝資料第8 2号
極地研ニュ ー ス No.61�63 

Memoris of National Ins ti-
tute of Polar Research 

Series C 16 Earth Scie­
nces 

ふ
ヽ
｀

る調査報告（昭和5 9年5月） I 通商産業省 l 物理探鉱調査研究一覧第1 4, 

環境庁
国立公害研究所

資料第117号潮流エネルギー 1地質 調査所
の開発利用に関する調査（昭
相5 9年3月）

資料第120号海底熱水鉱床 9こ
関する星礎調査（昭和5 9年
5月）

INFOTERRA 国内情報源
台帳 （第6版） (1984年公害資源研究所公害資源研究所報告第I 6 , 
8月） I I 3 3号

国立公害研究所年報 昭和5 8 
年度

1中国工業技術試
国立公害研究所ニュ ー ス Vol, 験所

3 No.2-5 
国立公害研究所研究報告第49

ND JAPAN 
東北地域災害科学研究研究報告
第2 0巻昭和58年度

1 7-2 4号
空中磁気図 1 / 200 ,ooo 

XXXll 沖縄島北西方洵城空
中磁気図(1, 2) 

地質ニュ ー ス No 358-364 
地質調蒼所月報第3 5巻

第5 -1 0号

公害 Vol. I 9 Nu4-6 
中工試ニュ ー ス Nu 3 8 
巾国工業技術試験所報告

第2 3号
中国工業技術試験所報告

58�63, 67号 第I 2号
文 部 省I A REVIEW OF THE 北海道大学研究彙報第3 5巻第2 , 3 

STUDIES ON THE水産学部号
COASTAL CURRE — 理学部地球物理研究報告第4 4号
wrs RELATING TO学教室
DISPERSION AND 束京大学東京大学殉学部紀要第1 8巻
TRANBPORT IN 理学部第1号～第2 0号第5号
THE WATERS A ROU ー 海洋研究所IPOD-Japan Bas;c Data 

Series No. 4 
Prnliminary Report of the 

Hakuho Marn Cruise 

｀
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東京水産大学

新腐大学理学部

附属佐渡臨海実

験場

金沢大学日本海

域研究所

一 重 大 学

京都大学防災研

究所

神戸商船 大 学

愛媛大学工学 部

高

九

知

州

大

大

学

学

長崎大学水産学

部

鹿児島大 学

南方地域総合研

究センタ ー

KH-7 9-4 Equatorial 

and Subequat.orial Wes-

tern Pacific Ocean, KH-

8 2 - 5 The eastern P aci-l 洋科学センター

fie Ocean 

Bulletin of Ocean Pesearch 

Institute Nu I 6 , I 7 

Publication List 1983 

音嬰による魚群の 大規模制御駆

集効果の研究 (11/J和5 4年

3月）

佐渡臨海実験所特別報告 第3

集 （昭和5 9 年 3月）

日本海域研究所報告 第 I 6号

三重大学環境科学研究紀要

第9号

水産学部 研究報告 No" 1 1 

京都大学 防災研究所年報

第27巻 A, B -1 ,B-2 

神戸商船大学紀要 第一類文科

編集 第33号，第二類 第

3 2号

愛媛大学工学部紀要 第7巻

第 4 号～第 1 0巻 第2号

熔灘の海洋構造と貧酸素水塊の

生成機構に関する研究

海洋生物教育研究 センタ ー研究

報告（英文） No 6 

Report of Fishert Research 

Laboratory Kyushu 

University No 2�6 

研究報告 第5 6 巻

The Prompt 凡eport of the 

Third Scie!'tific Survey 

of The South Pacific 

南総研だより No. I 2 
南総研紀要 Vol. 5 No. I 

琉球大学熱帯海

山 口 大 学

神奈川県立三崎

水産高等学校

水産大 学 校

東海大学海洋学

部

東海大学海洋科

学博物館

大阪電気通信大

学

近畿大学環境科

学研究所

金沢工業大 学

日 本海 洋 学 会

日 本測 地 学 会

日仏海 洋 学 会

日 本航 海学会

海 洋気象学会

富山湾海洋科学

研究会

日 本造船 学会

南科研資料センタ ー報告

No. 3 3 

Galaxea Vol. 3 No I 

�心 "• 心...砂ダ·~ -· 曼 r1
！ 

III 
I 

! 

水・底泥系の微小粒子の挙動と

その制御に関する埜礎的研究

乗船実習報告書 湘南丸 昭和

5 8 年度

水産 大学校研究報告 第2 I 巻

第 1号～第3 2巻 第3号

海洋観満テ ー タ 第5号

東海大学海洋学 部業績集

第 I 3集

海のはくぶつかん 第 I 4 巻

No4-6 

研究 論集（自然科学編），（人

文・社会科学 編）第 2 0号

環境科学 研究所所報 1983年

No 5 

環境科学研究所研究報告

No I 2 

金沢工業大学研究紀要 No 1-

2 I 

日本海洋学会誌 Vol, 4 0 

No 3-5 

沿岸海洋研究ノ ー ト 第 2 2 巻

第 1 号

測地学会誌 第 I 7 巻 第3号

～第 I 9巻 第4 号，第30

巻 第2号

うみ 第2 2巻 第3-4号

航海 第8 I, 8 2号

日本航海学会論文集 第7 I号

海と空 第6 0巻 第 1 号

昭和 5 8 年度 海洋情報の整備

に関する調査報告書

昭和 5 8 年度 富山湾及び日本

海に関する海洋情報目録

日本造船学会誌 No. 660�666 

日本造船学会論文集 No. 155 

I 

I 

ii 
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土木 学会

ECOlし日本委
員会
DF:LP国内委
員会
日本中型造船工
業会

北海消立地下資
源調査所

北梅道生活環境
部
北海道立
栽培漁業総合セ
ンター

稚内水産試験場
面館
北海逍釧路水産

，，

試験場

青森県水産試験
場

岩手県水産試験
場

桐島県水産試験
場

土木学会誌

1 2 

国際8COR関係資料

第6 9巻

年Summer, Autumn 
DELI'ニュ ←＾ ス Nu 4 

海中探索と海洋開発に関する国
際会議(1982年12月6-
8目於パリ）

地下資源調責所報告 第5 5号
年報昭和5 8年度
歌菜（札幌ー第3 7号） 5万分

O) l地質図幅説明書
昭和5 8年度公共用水域の水

質測定結果
事業報告書昭和5 8年度

事業報告書 昭和5 8年度
” ” 

釧跨水試だより 5 2 

Nu 7-

1984 

漁況海況予報事業結果報約害
昭和5 8年度

青森県水産試験場事業概殷
昭和5 4-5 7年度

定綜観測結果表昭和5 3年度
昭和5 5-5 8年度

昭和5 8年度秋サケ漁業調査

報告
沿岸定綿観測結果

海洋調西要報第3報 昭和
5 0年4月～昭和5 7年1 2 

月
海況昭和5 9年7-1 I月
海況速報昭和5 9年No. I 8 I -as

校城県7虞試験漁海況予報事業結果報告習
場

1 
昭和5 5, 5 7年度

漁海況速報 5 9-Nn13-38 

千葉県水産試験
場

東 京
公害研究所

環境採全局水質

保全部

都

東京都水産試験
場
大島分場

八丈分場

東京都小笠原水
産センター

神奈川

横須賀市同物館

神奈川県水産試
験場

新畠県水産試験

人工衛星速報 5 9 枷18-
3 8 

千槃県水産試験場研究報告
第4 2号

大規模増殖楊開発事業調壺結果
報告書〈外房北部地区：イセ
エビ）

漁誨況速報 Na59-26-

5 9 - 5 1 

図書・資料目録 昭和5 8年度

東京都内湾赤湖調査報告書
昭和5 6, 5 7年度

公共用水域の水昭和5 8年度

質測定結果

場

櫛海況速報昭和5 9年
Nol4�38 

定地観測結果昭和5 9年6�
11月

沿岸定線調査
11月

沖合定線調査

昭和5 9年7~

昭和5 9年6'
l O, 1 l月

定地観測表昭和5 9年6-
11月

小笠原の水産褐8 8 
漁海況速報海洋観測結果

No. 8 1 

県l公共用水域水質測定結果 昭和
5 8年度

横須賀市栂物館資料集 No. 7 
横須賀市博物館報

3 l 

研究報告第5号

恥2 1-

漁況海況予報事業結果報告書
昭和5 8年度

ヽ

研究報告第11号
定線観測結果1984年7-1 l月

｀
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漁海況情報

宮山県水産試験

場

石川県水産試験

場

虐
｀

静 岡 県

農林水産部水産

課・漁港課

公害防止センタ

静岡県水産試験

場

伊 豆 分 場

（
 

愛知県水産試験

場

尾 張 分 場

第147�152号

沿岸定線 観測結果 昭和5 9年

7�1 2月

水産物加工利用技術研究開発委

託事業 短期蓄養,cよるマイ

ワシの加工適性向上に関する

研究の総合報告書

漁況海況予報事業結果報告書

昭和 5 8年度

水産試験場事業報告

年度

沖合定線観測 昭和 5 9 年8月

6 日 -8月8 日

沿岸定線観測 昭和 5 9 年 9 月

2 9 日-1 0 月 2 日， I 0 月

3 1日-1 I月1日

沿岸誼要資源調査報告書 昭和

5 8年度

昭和5 8年度 水産の現況

'8 3 静岡の漁港

静岡県公害防止センター年報

Nu 6 

カツオ・ マグロ調査報告書

昭和 5 8年度

伊豆分場だより 第215 , 

216号

海況速報

月号

5 7 

昭和5 9年9�1 2 

業務報告 昭和5 7年度

漁況海況予報事業結果報告書

昭和 5 7, 5 8 年度

海況自動観測の結果9こついて

附和5 9 年 6 月 2 1�3 0 日，

9�1 2月2 0 日

海洋速報 昭和5 9年7月～

1 2月

伊勢湾，知多湾水質調査月報

第1�4号（昭和5 9年g�

1 2月）

三重県水産技術
センター

三電県水産技術
センター伊勢湾

分場

京都府衛生部公

害対策室

京都府立海洋セ

ンタ ー

兵庫県立水産試

験場

和歌山県水産試

験場

鳥取県水産試験

場

島根県水産試験

場

岡山県水産試験

場

広島県水産試験

場

山口県外海水産

試験場

山口県内海水産

試験場

徳島県水産試験

場

否川県水産試験
場

漁況海況予報事業結果報告書

昭和55 ·5 6, 57年度

三重県浜島水産試験場年報

昭和5 7年度

浅海定線観測結果 昭和5 9年

7-1 2月

海況自動観測の結果について

昭和5 9年6-1 1月

公共用水域の水質測定結果

昭和 5 8年度

公共用水城の水質測定結果要約

版 昭和 5 8年度

季報 1 9号

事業報告

研究報告

昭和5 7年度

第22号

昭和5 7年度事業報告

漁況海況予報事業結果報告書

昭和5 7年度

浅海・沿岸定線調査結果 昭和

5 9年度第3, 4次（昭和

5 9年6 , 7 月分）

海洋観測結果 1984年 s�

1 1月

海洋資源調査概要(1984 年3

月）

島根県水産試験場事業報告

附和5 7年度

事業報告書 昭和 5 7 年度 1,

2 

研究報告 第1 4号

事業報告 昭和 5 8年度

海洋観測表 昭和 5 9 年8'

11月

年報 昭和5 8年度

事業報告書 昭和5 9年1月

海洋観測結果 昭和5 9年 s�

11月

事業報告 昭和5 7年度

: ! 
11 
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出 所 書 誌 名 出 所 書 誌 名

試験報告第2 I 号
1
宇宙開発事業団

1
地球観測センタ ー ニュ ー ス

愛媛県水産試験1伊予灘漁海況速報第3-9 号地球観測センタ Na 6 , I 5 

場 隧灘漁海況速報昭和 59 年 7' ―

-1 2月
豊後水道漁洵況速報 第 4-

9号
高知県水産試験 事業報告書第8 0巻
場 沖合・地先定線調査結果昭和

特性昭和 58 年度九州海城
赤潮予察調査報告書別刷

運輸経済研究セI運輸デ ータ・バンク・システム
ンタ ー 形成に関する調査研究
海洋科学技術セ なつしま Nu71-73

ンタ ー 潜水技術用語集（第二次案）
年報昭和 58 年度

5 9 年 4-1 I 月 試験研究報告第I 3 号
佐賀県水産試験沿岸定線観測結果昭和 5 9 年 海洋産業研究会海洋産業研究資料 Nu 6 

場 4-1 I 月 海産研ニュ ー ス No 9 , I 0 

長崎県水産試験研究報告第8, I 0 巻 海上災害防止セ海上防災 No. I -3 3

場 赤潮の発生環境および Gymnod- ンタ ー

inium '6 5年型種の生態 海事産業研究所1外国海事情報 No 613-630 

大分県浅海漁業
試験場
宮崎県水産試験
場

昭和 5 7 年度赤潮防止対策事 221 

業報告 I , JI 海洋水産資源開海外漁業ニュ ー ス No I 6�

海洋観測昭和 5 9 年 6�1 1 発センタ ー 1 8 

月 さんま棒受網新漁場企業化調査
せんかい No.1 5 

日向灘海況漁況概要昭和 59

年第4 号

漁況海況予報事業結果報告書
昭和 54 年度 資料編
漁況海況予報事業沖合定線調査

報告第2, 3 号
日向灘海況漁況概要第3�7

号
日 南分場1ビンナガ漁場調査速報 No.5�

1984 年米国海運法の解説
海事産業研究所報 No216� 

、

11

I 
報告書昭和 56, 5 7 年度

遠洋底ぴ含網（深海）新漁場企
業化調査報告書（南太平洋西
部（海山）海城），南アフリ
力沖合海域） 昭和 57 年度

かつお ° びんなが釣新漁場企業
化調査報告書（南太平洋西部
海域），（北太平洋中部海城）

沖合底びき網新漁場開発調査報
告書（日本海南西部海域）

昭和 58 年度
ぎんだら・まだら新資源開発調

査報告書（北米太平洋岸沖合
（アリュ ー シャン）海域）

昭和 58 年度
JAMARC第2 7号
開発ニュ ー ス 第3 8-4 1 号

開発情報センタIKrrs Vot-53-55 

•
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鹿児島県水産試本年のヨコワ情報（昭和 59 年
験場 1 2 月 1 4 日）

事業報告書昭和 58 年度
漁海況週報第1051-1077報

沖縄県水産試験 沖合定線調査報告昭和 59 年
場 1度第1 , 2号

沿岸定線調査報告昭和 59 年
|

―
度第1-6 号 海中公園センタ1海中公園情報Nu6 2-6 3 合併
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出 所 書 誌 名 出 所 書 吐
豆心 名

号

国際臨海開発研

究センタ ー

、
漁業情報サ ー ビ

スセンタ ー

水産電子協会

全国測量業団体

連合会

地図情報センタ

中国工業技術協

会

‘、

“

□

東京地学協会

日本海洋開発産

業協会

日本海海難防止

協会

日本洵難防止協

会

璽疇

；
ぶ
忍ゃ
合
を，＇�
をv、、”

OGDI Quarterly 1977年

Vol. 2-4, I 978年Vol.4

I 97 9 年 VoJ.J-2 ,4

1980 年 Vo\.2 , 3-4 

1 98 1 年 Vo!. I ,2-3 ,4 

1982年 Vol. 3 , 4 

198 3 年 Vo!-1-3

I 984 年Vol. I , 2 

北太平洋漁海況速報 No 4 3 3-

467 号

日本海漁海況速報 第 27 4-

284号

漁海況速報 No745-779号

昭和5 8 年度漁海況速報年報

海況の短期予測手法の問題点

(S 5 9年3月）

水産電子 No4 4-4 6 

全測連 季刊 3'8 4 4 

地図情報 Vol, 4 

中国工業技術協会

Nu 1-2 

Nu 2 0 

'8 4

地学雑誌 Vo!,93 Nu3-5 

海洋開発ニュ ー ス

Nu4-6 

会報 第 1-3号

Vol. 12 

国際浮棚式の導入に関する調査

研究完了報告書 昭和 5 8 年

度

狭水道における船舶交通の特性

に関する調査研究 昭和 5 8 

年度

電光表示方式による航行情報提

供システムに関する調査研究

完了報告書 昭和 5 8 年度

来島海峡における航法に関する

調査研究

日本埋立浚渫協

会

日本アイソト ー

プ協会

日本航海士会

日本科学技術情

報センター

日本海洋協会

日本水産資源保

護協会

日本港湾協会

日本気象協会

日本船長協会

日本船主協会

日本水路協会

海難防止の国際的動向に関する

調査研究 昭和5 8 年度

ばら積み有害液体物質の調査研

究 昭和 5 8 年度

海上輸送される有害物質の評価

に関する調査研究 昭和 5 8 

年度

化学・物理式油水分離装置に関

する調査研究 昭和 5 8 年度

水質汚染対策の調査研究 昭和

5 8 年度

海洋汚染防止対策の調査研究

昭和5 8 年度

上五島石油備蓄基地貯蔵船曳航

に関する調査検討報告書

海と安全 Nu305-3!0 

埋立と浚渫 Nu 118-120 

ISOTOPE news 

No359,360 

Look-Out No 131 

情報管理 Vol.27 No4-9 

季刊 海洋情報 第 34,35号

水産増養殖叢書 第 3 3巻

月報 No23 9-244 

港湾 Vol-61 No6-12 

日本近海の気象海象統計調査報

告書 (S 5 9 年 9月）

気象 No326-328 

日本船長 第 205-208号

船長 第 8 6号

船協月報 6 -1 2 

船協海運年報 1971-1983 

沿岸域の流況及び漂流の予測並

ぴに提供システムの研究(s

5 9 年 8月）

海図作成の自動化に関する研究

(S 5 9年8月）

海底面広城探査技術の研究その

i 

l 
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出 所 書 誌 名 出 所 書 誌 名

2 (S 5 9 年 8月）

小型船用簡易港湾案内 56-3 

本州南岸 そのI (東京湾一

大王崎）

日本造船振興財
団

日本捕鯨協会

会

会社
オ ー シャン エ
ージ社
国際航業株式会
社
工業時事通信社

水路 Nu50-5 2 

造船と情報 Nu I 1-1 2 

海洋環境技術研究所技報

串本海中公園セ
ンタ ー

串本海中公園マリンバヒ゜リオン
Vo!-13 Nn6-I I 

海洋出版株式会 海洋科学 Vol-16 Nu8-12 

社 Vol- l 7 Nu I 

地球 I , JI ,  2-16 

第I I 三洋水路測量株1内灘沖及び橋立沖海底地形地質
-3巻 1式会社

海洋環境技術研究所報告第 9

号
船舶•海洋工学技術文献集報
第 1 9 巻 Nu1-4 

伝統ある捕鯨を守ろう／
鯨研通信第 247,253,254

335 ,356-358 号

日本地図センタ1地図ニュ ー ス Nul42-147 

日本地図調製業1地調協Nu 6 8

協会
日本測量調査技1測量調査技術 APA Nu 2 7 
術協会
日本測量協会

日本旅客船協会
日本マリ ー ナ協

測量 Vo!.34 No.7-12 

旅客船 No.149, 150 

全国マリ ー ナガイドプック 昭
和 5 9 年 5 月 創立 I 0 周年

記念
日本舶用機器開

I
JAMDA Nu 15 

発協会 世界各国の海運造船の新技術と
これから （特集号3)

リモ ー トセンシI REST EC Vol-4 Nu 13

ング技術センタ

沖電気工業株式 I 沖電気研究開発 Vol- 51 

Nu2 , 3 Vol-52 Nu! 

Marine 1984 年 7-1 2 月

1983 年5 月 26 日 日本海中
部地震の被災状況 ー速報版一

海洋開発版第 1460-1509

号

富士通
船の科学館

調査並びに流動環境調査報告
書 昭和 5 9年 1 月

日本物理探鉱株 I 地質工学第I 2巻
式会社
日本電気株式会
社

コンセンサス 1984 年 7-

I 2 月
NEC 技報 Vot.37 Nu5-

I 2 Vol.38 Nu I 

FUJITSU Vol. 35 Nu 5 

船の科学館報 Nu I 9

•

•

 

•

 

．
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（
 

国 外 ）
 

AUSTRAL IA 

AUSTRALIAN INSTITUTE OF MAR I NE SC !ENCE 

* WESTPAC NEWSLETTER N0.2

* ANNUAL REPORT 

AUSTRALIAN OCEANOGRAPHIC DATA CENTER 

* WESTERN TASMAN OCEANOGRAPHIC CONDITIONS

AUGUST 

2-9

1983-84 

1982-DECEMBER 1983

* OCEANOGRAPHIC ANALYSIS CHART

JULY, 8~ 29 OCTOBER 

* OCEANOGRAPHIC ANALYSIS CHART

18 JUNE~ 10 DECEMBER 

1984 

1984 

COMMONWEAL TH SC JENT! FI C AND 

ORGANIZATION 

REGION •• 

CCS IROl 

骨 AUSTRALIAN

RESEARCH 

CANADA 

DUMPING R 

N0.15, 16 

WESTERN TASMAN 

SOUTH-EAST AUSTRALIAN 

INDUSTRIAL RESEARCH 

JOURNAL OF MARINE AND FRESHWATER 

1984 VOL.35 N0.3~ 5 

I NST I TUTE OF OCEAN SCIENCES, PATRICIA 

* ANNUAL REPORT ANNUAL REV IE\t/ OF ACT! VI T JES

MARINE ENVIRONMENT 

OCEAN 

DATA SERVICE BRANCH OF FISHERIES AND 

* CANADIAN CONTRACTOR REPORT OP HYDROGRAPHY AND OCEAN

SCIENCES

N0.3(1980-l981J N0.17Cl982-1983l 

& D PACIFIC REGION 

AN OCEANOGRAPHIC SURVEY OF THE CANADIAN 

ARCTIC ARCHIPELAGO ••• 

NO. I 7 REPORT ON OCEAN 

1982-1983 

N0.37 BENTHIC STUDIES 

CESSATION ••• 

BAY 

1983 

REPORT ON OCEAN 

DUMPING RAND D PACIFIC 

* CANADIAN TECHNICAL REPORT-OF HYDROGRAPHY AND OCEAN

NO. 34 SELECT ION OF T !DAL BOUNDARY CONDIT ION FOR A

NUMERICAL ••• 

IN ALICE ARM,B.C. ,FOLLOWING 

「

v:〉
t

;|
；
＇9,
1�

:

:
 ．．
 

GOUVERNEMENT DU QUEBEC MINISTERE DE L'INDUSTRIE 

COMMERCE DIRECT ION GENERALE DES PECHEA 

ET DU 

- 49-
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* DIRECTION DE LA RECHERCHE SCIENTIFIQUE ET TECHNIQUE

NO. IOI 

PRISES ACCIDENTELLES DE SAUMON DE L'ATLANTIQUE 

DANS LE BASSAJNT-LAURENTETLA GASPEIE 

N0.107 DONNEES SUR LA DISTRIBUTION VETTE,PANDALUS 

BOREALIS, 

STOCKS 

NO. I I I 

CH ー

DE LA BAIE DES CHALEURS 

BONAVENTURE) 

LE 

DEPARTAMENTO DE OCEANOLOGIA UNIVERSIDAD DE CHILE 

VALPARAISO 

* REVISTA DE BIOLOGIA MARINA

COLOMB 

CARACTERISATION 

ET SES 

DE LA PECHE COTIERE ET DES 

IMPLICATION SUR LES ESTIMATION DE 

INVENTAIRE DES POPULATIONS DES LAMINAIRES 

A 

CSECTEIJR CAPS NOIRE-POINTE 

VOL.20 NO. I 

COLOMBIA ARMADA NACIONAL DIRECCION GENERAL MARITIME 

PORTUARIA 

＊ INFORMES OCEANOGRAFICOS N0.9,10 

CUBA 

CENTRO Dl:l 

CUBA 

* SCIENTIFIC BASIS 

MUIKUN SAALISVARAT 

EAST 

JI 

I NSTI TUTO NAC IONAL DE PESCA 

1984 

INVESTJGACIONES PESQUERAS,MIRAMAR;LA 

E'OR E'ISHERIES MANAGEMENT 

VENDACE,COREGONUS ALBULA(L.l,INTHE BOTHNIAN BAY

* KAIOJEN SIITTOIDEN LIIKKUMISAIKA PH:N FUNKTIONA

* ERIPAINOS SUOMEN KALASTUTLEHTI

KANNANARVIOT 

1984 

HABANA, 

OF

KONNEVEDESSA 

AUKERIASKANTOJEN HOIDON TULOKSISTA SUOMESSA 

GERMANY 

DEUTSCHE AKADEMIE DER WISSENSCHAFTEN ZU BERLIN 

INSTITUTE FUR MEERESKUNDE 

* BEITRAGE ZUR MEERESKUNDE N0.49,50

ECUADOR 

DEL ECUADOR 

* BOLETIN CIENTIFICO Y TECNICO VOL.5 N0.4 VOL.6 NO. I

INSTITUTO NACIONAL DE PESCA GUAYAQUIL-ECUADOR 

•
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* REVISTA DE CIENCIAS DEL MARY LIMNOLOGIA VOL.! N0.2
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FINLAND 

* FINNISH GAME AND FISHERIES RESEARCH INSTITUTE

C.M.1983/D: 17,C.M. 1984/J:21~ 28

FRANCE 

CENTRE NATIONAL POUR L'EXPLOIT AT ION DES OCEANS C CNEXO l 

* RAPPORT 

I N 9 A 

NATIONAL 

MEX 

ANNUEL 1982 

INSTITUTE OF OCEANOGRAPHY 

憂 NIO NEWSLETTER 

C 0 

VOL. 5 N0.3-4 1983 

UNIVERSIDAL NACIONAL AUTONOMA DE MEXICO 

* ANALES DEL CENTRO DE CIENCIAS 

VOL. I~ 9 C NUMERO ll VOL 6,7(NUMERO 

VOL.6 

2) 

I, 3 1984 

DEL MAR Y.LIMNOLOGIA 

1974~ 1982 

* PUBLICACIONES ESPECIALES CENTRO DE C!ENIAS DEL MAR

Y LIMNOLOGIA

CENTRO CLENC DEL MAR Y LI MNOL. UN IV. NAL. AUTON.

MEXICO,PUBL.ESP 

NORWAY 

* FISKEN OG HAVET 

1~ 7 1978~ 1983 

INSTITUTE OF MARINE RESEARCH 

N0.2~ 4 

SERIE HAYUNDERSKELSER 

* FISKERIDIREKTORATES SKRIFTER VOL. 17 N0.14 1984

NEW CALEDON E

 
OFFICE DE LA RECHERCHE SCIENTIF!QUE ET 

W.R.S.T.O.Ml 

TECHNIQUE 

* RAPPORTS SCIENTIFIQUES ET TECHNIQUES N0.29

-51-
�
:
…、
…�
�
‘�;�J
:
：
�
�

、

、

こ
:�

'

/
；
：/
…
…�、、/；�
：I9999;‘
;///////
；‘、、、/

；,
；�

§
9ヽ

，
1
,＇
：＇
…，
＇9,＇
し
r"＇-
，

,
＇
,：

＇

,．’



っ "'

JODCニユース

No 30 

PEOPLE' s

 

REPUBL c OF CH NA 

INSTITUTE OF OCEANOLOGY,ACADEMIA SINICA 

* OCEANOLOGIA ET LIMNOLOGIA SINICA

VOL.15 

＊海洋

N0.3~ 5 1984 

* STUDIA MARINA SINICA N0.21

SOCIETY OF OCEANOLOGRAPHY 

NO. 7~ 9 1984 

1984 

* ACTA OCEANOLOGIA SINICA VOL.6 N0.4 

* COLLECTED OCEANIC WORKS VOL.ID NO.I 

1984 

1984 

INSTITUTE OF MARINE SCIENTIFIC AND TECHNOLOGICAL 

INFORMATION,NATIONAL BUREAU OF OCEANOGRAPHY 

* OCEANIC ABSTRACTS (海洋文摘）

* THE GEOLOGY OF THE YELLOW SEA AND THE EAST

CHINA SEA

* PROCEEDINGS OF THE SECOND CHINESE OCEANOLOGJCAL

AND LIMNOLOGICAL SCIENCE CONFERENCE

* INSTITUTE OF OCEANOLOGY,ACADEMIA SINICA

GENERAL 

CHINA NATIONAL COMMITTEE FOR THE 

UNION OF GEODESY AND GEOPHYSICS 

FOR THE 

* 

PH I L
 

INTRODUCTION 

SHANDONG COLLEGE OF OCEANOLOGY 

VOL.14 N0.2,3 

I P P I N E 

＊

＊

N0.11 

1984 

I CLARM NEWSLETTER VOL. 7 

SUMMARY REPORT 

NO. I~ 7 1984 

INTERNATIONAL 

* NATIONAL REPORT ON PHYSICAL SCIENCES OF THE OCEANS

X WITH GENERAL ASSEMBLY OF IUGG 

JOURNAL OF'SHANDONG COLLEGE OF'OCEANOLOGY 

INTERNATIONAL CENTER FOR LIVING AQUATIC RESOURCES 

MANAGEMENT (I CLARM) 

NO. I~ 3 

ICLARM CONFERENCE PROCEEDINGS 

OF THE ASIAN REGIONAL 

WORKSHOP ON CARP HATCHERY AND NURSERY TECHNOLOGY 

•

・`

•

 

.
5

/
1
 

1-3 FEBRUARY 

* BIBLOGRAPHIES

1984 

VOL. 3 SUPPLEMENT A BIBLIOGRAPHY OF IMPORTANT 

TILAPIASCPISCES:CJCHLIDAEJ AQUACULTURE 

- 52 -



曇 TECHNICAL REPORTS 

NO. 1 5 MI LKF I SH PRODUCT ION DUしISM IN THE 
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No. 30 

PH I LI PP INES: A MUL T ID I SC I PLI NARY PERSPECT l VE ON 

CONTINUOUS LOW YIELDS AND CONSTRAINTS TO 

AQUACULTURE DEVELOPMENT 

骨 ICALRM REPORT 1983 

REPUBLIC OF KOREA 

HYDROGRAPHIC OFFICE 

* TECHNICAL REPORTS 1983

FISHERIES RESEARCH & DEVELOPMENT AGENCY 

* BULLIETIN OF FISHERIES RESEARCH & DEVELOPMENT

AGENCY N0.32

* ANNUAL REPORT OF OCEANOGRAPHIC OBSERVATIONS VOL.32

U .  S .  A .

NOAA NATIONAL ENVIRONMENTAし SATELLITE,DATA,AND

INFORMATION SERVICE 

* NESDIS ENVIRONMENTAL INVENTORY

NO.I ENVIRONMENTAL DATA INVENTORY FOR THE

ANTARCTIC ARES 

N0.2 OCEANOGRAPHIC DATA FOR DEVELOPMENT OF THE 

U. S. EXCLUSIVE ECONOMIC ZONE 

NATIONAL OCEANOGRAPHIC DATA CENTER 

* ANNUAし REPORT 1983

帳 MARINERS WEATHER LOG VOL.28 N0.3

NATIONAL WEATHER SERVICE 

* SATELLITE OBSERVED OCEANOGRAPHIC ANALYSES AND SEA

SURFACE THERMAL ANALYSIS

* OCEANOGRAPHIC MONTHLY SUMMARY VOL.IV NO. 4~ 8

* SEA SURFACE TEMPERATUREC\J./EST COAST)

JUNE~ OCTOBER 1984

NATIONAL MARINE FISHERIES SERVICE,SOUTH\J./EST FlSHERIES 

CENTER 

* BULLETIN 1984 N0.2~9

NOAA DATA BUOY CENTER 

* TECHNICAL BULLETIN VOL.10 N0.2

DEFENSE MAPPING AGENCY,HYDROGRAPHIC/TOPOGRAPHIC CENTER 

* PIしOT CHART OF THE NORTH ATLANTIC OCEAN NO. 16

1985NO.l
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* PILOT CHART OF THE NORTH PACIFIC OCEAN N0.55

1985N0.1

U.S.ARMY COASTAL ENGINEERING RESEARCH CENTER 

* TECHNICAL REPORT

ANNUAL DATA SUMMARY

FACULITY 

FOR 1980,CERC FIELD RESEARCH 

BIBLIOGRAPHY OF PUBLICATIONS PRIOR TO 

FINAL REPORT BEACH EROSION 

* SHORE PROTECT ION MANUAL

BOARD 

1984 VOL.1,2 

JULY 

OF THE COASTAL ENGINEERING RESEARCH CENTER AND THE 

FOURTH EDITION 

* THE CERCULAR COASTAL ENGINEERING RESEARCH

CENTER

WATER INFORMATION CENTER, INC. 

" INTERNATIONAL \I/ATER REPORT VOL.7 N0.3,4 

* RESEARCH AND DEVELOPMENT 

* WATER NEWSLETTER VOL. 26 

NE\i/S VOL.25 

N0.12~ 22 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA PRESS 

* ATLAS OF MARINE USE 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA,SCRIPPS 

OCEANOGRAPHY 

* DATA REPORT

NO. I I~ 22 

IN THE NORTH PACIFIC REGION 

INST I TUT ION OF 

PHYSICAL AND CHEMICAL DATA CALCOFI 

1983 

CRUISE 7412, 

7501,7503,7505,7506,7509,7510,7512,8401, 

PFHSIACL,CHEMICAL AND BIOLOGICAL DATA REPORT 

CALCOFI CRUISE 8402-3 

UNIVERSITY OF MIAMI ,ROSENSTIEL SCHOOL OF MARINE AND 

ATMOSPHERIC SCIENCE 

* BULLETIN OF MARINE SCIENCE VOL.34 N0.3,VOL.35

HAWAII 

* AN

NO. I, 

INSTITUTE OF GEOPHYSICS,UNIVERSITY OF HAWAII 

IMPROVED ANALYTICAL THEORY OF WAVE ROSSBY WAVE 

．

．

 
DRIVEN EULERIAN AND LAGRANGIAN MEAN FLOWS ALONG 
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NON-ZONAL BARRIERS,\J/ITH APPLIESTION TO THE HA\J/AIIAN 

RIDGE 1984 

UNITED KINGDOM 

THE HYDEOGRAPHIC OF THE NAVY 

* CHINA SEA PILOT VOLUME 2 SUPPLIMENT N0.1-1984

NTERNAT I ONAL COUNCIL FOR THE 

EXPLORATION OF THE SEA ICES 

* ICES OCEANOGRAPHIC DATA LISTS AND INVENTORIES

N0.65 MONTHLY SYNOPTIE CHARTS OF TEMPERTURE AND
\,. 

SALINITY NORTH SEA SKAGERRAK-KATTEGAT 1980 

N0.66 REPORT ON OCEANOGRAPHIC CRUISES AND STATIONS 

IN 1982 

FOOD AND AGRICULTURE ORGANIZA-

TION (FA O) 

* FAQ DOCUMENTATION FISHERIES 1979~ 1983

* FAO FISHERIES DEPARTMENT SUPPLEMENT 1977~ 1983

* FAO FISHERIES SYNOPSIS

N0.139 SYNOPSIS OF BIOLOGICAL DATA ON THE SCHOOL

SHARK GALEORHINUS AUSTRALISCMACLEAY 1881) 

* FAQ FISHERIES REPORT

PROCEEDINGS OF THE EXPERT CONSULTATION TO EXAMINE

CHANGES IN ABUNDANCE AND SPECIES COMPOSITION OF 

NERITIC FISH RESOURCES N0.291,VOLUME I~ 3 
SYMPOSIUM ON FISHERIES ACOUSTICS N0.300 

* FAO FISHERIES CIRCULAR
N0.772 TRENDS AND PROSPECTS IN \t/ORLD FISHERIES

* FAO FISHERIES TECHNICAL PAPER

N0.224 INTRODUCTION TO FISHERIES MANAGEMENT

ADVANTAGES,DIFFICULTIES AND MECHANISMS 

N0.242 THE POTENTIAL YIELD OF FISH STOCKS 

N0.243 APPROACHES TO THE REGULATION OF FISHING 

EFFORT 

* FRESHWATER AND AQUACULTURE CONTENTS TABLE CFACTJ

1984 VOL.7 N0.3~9

済 MARINE SCIENCE CONTENTS TABLES CMSCTJ

1984 VOL.19 N0.3~ 9
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* REPORTS AND STUDIES

N0.24 THERMAL DISCHARGES IN THE MARINE ENVIRONMENT

NTERNAT I ONAL HYDRO GRAPHIC 

ORGANIZATI ON (IHO) 

* CHART SPECIFICATIONS OF THE INFORMATIONAL

HYDROGRAPHIC ORGANIZATION SECTION-600

LATTICED CHARTS

UNESCO ,INTERGOVERNMENTAL OCEA-

NOGRAPHIC COMMISSION(IOC) 

* REPORTS OF GOVERNING AND MAJOR SUBSIDIARY BODIES

31 JANUARY~ 9 FEBRUARY 1984

SEVENTEENTH SESSION OF THE EXECUTIVE COUNCIL 

9~ 18 JAUNARY 1984 ELEVENTH SESSION 

9~ 18 JANUARY 1984 

IOC WORKING COMMITTEE ON INTERNATIONAL 

OCEANOGRAPHIC DATA EXCHANGE 

* INTERGOVERNMENTAL OCEANOGRAPHIC COMMISSION

WORKSHOP REPORT

N0.34 IOC WORKSHOP ON REGIONAL CO-OPERATION IN 

MARINE SCIENCE IN THE CENTRAL EASTERN ATLANTIC 

(WESTERN AFRICA) 

N0.35 CCOP/SOPAC-IOC-UNU WORKSHOP ON BASIC GEO-

SC JENT! FI C MAR I NE RESEARCH REQUIRED FOR ASSESSMENT 

OF MINERALS AND HYDROCARBONS IN THE SOUTH PACIFIC 

* MANUALS AND GU IDES

VOL.13 1984 MANUAL FOR MONITORING OIL AND

DISSOLVED/DISPERED PETROLEUM HYDROCARBONS IN 

MARINE WATERS AND ON BEACHES 

* UNESCO TECHNICAL PAPERS IN MARINE SCIENCE

VOL.44 ALGORITHMS FOR COMPUTATION OF FUNDAMENTAL

PROPERTIES OF SEAWATER 

* INTERNATIONAL DIRECTORY OF MARINE SCIENTISTS

THIRD EDITION

* HANDBOOK FOR MANGROVE AREA MANAGEMENT

骨 UNESCO REPORTS IN MARINE SCIENCE

VOL. 21 COMPARING CORAL REEF SURVEY METHODS 

VOL.26 GLOBAL SURVEY AND ANALYSIS OF POST-GRADUATE 

CURRICULA IN OCEAN ENGINEERING 
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* IOC TECHNICAL SERIES

NO. 2 3 OPERATIONAL SEA-LEVEL ST AT IONS

N0.25 A FRAMEWORK FOR THE IMPLEMENTATION OF THE 

COMPREHENSIVE PLAN FOR THE GLOBAL INVESTIGATION OF 

POLLUTION IN THE MARINE ENVIRONMENT 

N0.26 THE DETERMINATION OF POLYCHLRINATED 

BIPHENYIS IN OPEN OCEAN WATERS 

* TRAINING COURSE REPORTS

N0.3 GIPME-IOC-UNEP TRAINING WORKSHOP ON

OCEANOGRAPHIC SAMPLING,ANALYSIS,DATA HANDLING AND 

CARE OF EQUIPMENT 

COMM! TTEE FOR CO-ORD I NAT I ON OF 

JOINT PROSPECTION FOR MINERAL 

RESOURCES IN ASIAN AREAS (CCOP) 

TECHNICAL SECRETARIAT CCOP/SOPAC,ESCAP 

* SOUTH PACIFIC MARINE GEOLOGICAL NOTE VOL.3 NO.I

ECONOMIC COMMISSION FOR ASIA AND THE FAR EAST 

* PROCEEDINGS OF CCCOP/SOPACJ TWELFTH 

WORLD DATA CENTER-A,(WDC-A) 

* OCEANOGRAPHIC DATA EXCHANGE 1983

* CATALOGUE OF DATA

CHANGE NOT! CE NOS. 32 AND 33

WORLD DATA CENTER-C2,(WDC-C2) 

DATA ANALYSIS CENTER FOR GEOMAGNETISM SPACEMAGNET 

SPACEMAGNETISM FACULTY OF SCIENCE,KYOTO UNIVERSITY 

* DATA BOOK NO.JO NOVEMBER 1984

I NTERNATIONAL TSUNAMI INFORMA-

TION CENTER (ITI C) 

* TSUNAMI NEWSLETTER VDL.16 N0.3

* TSUNAMI HAZARDS VOL.2 NO.I
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JODCの出版物一覧

1. 逐次刊行物

以下のものは， JODCの活動の案内を行い，

データ生産者， 利用者にJODCの情報・デー

タを利用する際の基礎知識を供給するものであ

る。

I) J ODCニュ ース（年2回）

年 2 回発行している。内容は， データフ

ァイルの状況，処理状況，利用状況，WE

STDAC, I EOS S, MARPOLM ON等 の

責任海洋テ ータセンタ ー 関連情報， 外国の

状況， 国内， 国外よりの文書等について記

載している。

2)国内海洋調査 一覧（年1回）

年 1 回，前年度の国内各機関の海洋調査

実施状況と当年度の海洋調査計画状況につ
いて取りまとめている。 JODCニュ ー ス

の増刊号として刊行している。

3) Data Reports of KER (年1回）

4) Oceanographic Atlas of KER (年］

回）

5) RNODC 

（年 1 回）

以上3点については，

物の項で述べる。

JODCマニュアル・ガイドシリ ー ズ

マニュアルシリ ー ズは主としてデータ生産者

向けに，海洋調査機関の方で参考用に編集した

ものである。

Nu 1 : WES'l'PACデータ管理ガイド(1983年
8月）

JODCが責任海洋データセンタ ーを行

っているWESTPACプログラムについて

のデ ータ管理を，航海の通知からデー タ利

（／ 用までの方法をまとめたものてある。

'I Nu 2 : 実用塩分と国際海水状態方程式(198足

、／ 年6月）
＼／ 

I O C等の国際機関が採択し，各国海洋

調沓機関にその使用について勧告している

2. 

Newsletter for WES'rPAC 

プロジェクト関連刊行

「実用塩分1978」と「国際海水状態方程

式1980」についての説明である。
Nu3: G}'-3マニュアル(I 98 5年3月）

ROEで推進している国際海洋デ ータ交

換の磁気テ ー プ用フォ ー マットGF-3K
ついてのテストである。 一般的説明, MT

フォ ー マットの各欄の記入法等を説明して

いる。

3. JODCカタログシリ ー ズ

カタログシリ ー ズは， 主としてデータ利用者

向けに， JODCの保有する情報やデータの目

録としてまとめたものである。以下のものがあ

る。

Na I : 海洋地球物理データカタログ(1981年

8月）

地球物理観測を行ったクル ー ズのリスト，

航跡図， メッシュととの点分布， クル ー ズ

の通過メッシュリスト等を含む。 データは，

水深，重力， 地磁気である。

Na 2 : 海洋地質。地球物理データカタログ

(1983年8月）

米国NOAAのNGDC(国立地球物理

データセンタ ー ）のデータ，水路部の地質

デ ータの目録であり， 東アジア域のテ ータ，

ヒ ー トフロ ーデ ータ， 堆積物気候変動デー
タ， 火成岩分析データ， 地殻構造デー タ，

沿岸及び外洋の底質の目録を含む。

Na 3 : 水深データカタログ(I 983年8月）

水路部の測量原図から磁気テ ー プに変換
したデータの目録である。東京湾， 相模湾，

駿河湾，伊勢湾，大阪湾， 瀕戸内海等の沿

岸と大洋水深総図(GEBCO)の西太平洋

部分のデ ータの目録である。

No. 4 : 潮汐調和定数のカタログ(198 4年1月）

日本及び外国の調和定数を集めたものの

目録である。 日本の690箇所を含み，合計
4,365箇所について， 地名，位置，観測期

間と定数の個数等のリストである。
Na5-No. 9 : 海洋調査報告一覧(1984年3月）

ROEで定めたROSCOPフォ ー マットに

記載した日本国内各機関の航海の目録であ
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る。内容は，船名，機関名，航海資任者名， ある。

項目別のデ ー タ点数，航跡図と，検索用ィ
ンデ）クス等を含む 0 1975年から1979年

までの航海を1年ごとに各1冊1こしてある。

油10: 沿岸海域デ，ータのカクログ（東京滴）

(!984年3月）

東京湾に関連する目録として．海図類，
水深データ， 地質データ，水質テータ，潮

汐データ， 潮流デ ー タ，波浪データについ

て取りまとめてある。

悩11 : 波浪データカタログ(1984年9月）

英国の海洋デ ー タセンタ ー が波浪に関l,

て，各国の海洋デ ー タセンター等を経て，

収集した波浪観測所の目録から， 西太平洋，
東南アジア，中部太平洋， アラスカ等のも

のを取りまとめこれに若干の追加を行った
ものである e

邸12-Na!3: 海洋調査報告一覧(1985年3月）
池5-Nn9と同様のもので， 1980年分，

1981年分について，各1冊にまとめてあ

る。

池14: 沿岸而域海洋テ ー タカタログ（伊勢湾，

三河湾） (1985年8月）

地10の東京満と同様であるが，東京湾の
分に入っていないものとして，伊勢湾海洋

調査関係文献())')ストが含まれている。

N<ll5: 日本海洋デ ー タセンタ ー所蔵文献目録

（国内絹） (1985年8月）

これはl 982年3月にJODCニュ ー ス

増刊号第l 2として「海洋資料センター所
蔵資料目録」として刊行したものの改訂版

である。 内容は令 国内の海洋関係機関から

送付された文献が，機関別に分頚りストさ

れたものである。

池16 : 潮流デ ー クカタログ(1985年3月）

JODCの収集，処理したデ ー タの目録て，

で， 磁気テ ←・ プフ·-マットの他，短期観

測と長期観測に分けて， 測点分布図， 測点
カクログ等が含まれている。

蜘17: 沿岸海域海洋デ ー タカタログ（大阪湾）

(1985年8月）
池10(])束京裔のカタログと同様0)もので

4. JODC SP(特殊刊行物）シリーズ
蜘l: 日本近海海流統計図（季節別） (1983

年8月）
これはGEKと偏流によるデータを収集，

処埋したファイルから統計した図案である“

近海をl l個の海域に分け， ペクトル平均

速度ァ安定度，最大速度，流向別頻度統計
図等を収録している。本州南方海域につい

ては，黒潮大蛇行の存在期と不存在期に分

けている，

Nu 2 : 北西太平洋海底地形図(1984年3月）

Cれは，北西太平洋を24個の海域に分
け，等深綜と航跡線を示したものである。

航跡線が入っているので， 調査の密度がわ

かり，等深腺0)信頼度を閻接に示している。

調査密度の小さい海域をなるべく通過し，
デ ー タを送付することが期待されている。

Nu 3 : 海洋情報便覧(1985年3月）

水路図誌，海の基本図等のリスト，港憫

一乾，潮汐，潮流，波浪，汚染， 海流図，

水温分布図等各種の情報類をまとめたもの
である。

5, プロジェクト関連刊行物

1l黒潮開発利用調査研究(KER)関連刊行

物

昭和5 2年度から科学技術庁を中心に海上
保安庁． 気象庁，水産庁， 地方公共団体，海

洋科学技術センク ー ， 東海大学の参加のもと
に行われている国内プロジェクトで.TODC

は． デ ー タセンタ ー を担当し， 下記のも0)を

刊行している。
, Data Reports of KER (年1回）

年1回刊行い最近号はNu 7 (1985年8

月）である。各ク'"ーズの水温， 塩分等の

デ ー タが整理されている¢
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既 刊 刊 行 物

1. 逐次刊行物

誌 名 創刊年月 刊 行 号 数

JO DC ニュ ー ス 昭和 4 6年 3月 No. I�No.3 0 (半年刊）

,JO DC ニュ ー ス（国内海洋調査一覧） 昭和 4 7年 1 2月 No.l�No9, Nol 1. 13, 15 

Data Repors ef KER 昭和5 4年 9月 Nu 1-Nu 6 (年 刊）

0 ceanographic Atlas of KER 昭和に 5年 3月 Vol. ! -Vol. 5 (年 刊）

RNODC Newsletter forWESTPAC 昭和5 9年 3月 Nol�No3( 半年間）

海洋調査報告 一覧 昭和5 9年 8月 1975年版�1979年版

（国内海洋調査機関の調査情報） (,TODC カタログ Nu5�9)

2. その他の刊行物

誌 名 刊 行 年 月

海洋環境図（外洋編ー北西太平洋） 昭和50年 12月（海洋資料センタ ー 編集）

国際海洋資料交換便（第4版） 昭和53年 3月

海洋環境図（外洋編 ー 北西太平洋II) 昭和 53年 3月（海洋資料センタ ー 編集）

海洋環境図（海流編） 昭和54年 8月（海洋資料センタ ー蝙集）

国内海洋調査船一覧 昭和56 年 3月 (JODC ニュ ー ス増刊号No. 11)

海洋地球物理デ ータカタログ 昭和56年 8月 (JODC カタログNu I)

（水深・地磁気・重力）

Guide to CSK Data I 56年 3月

(Apr. 1965 -Dec. 1977) 

海洋資料センター所蔵 資料目録 57年 3月 (JODC ニュ ー ス増刊号No.12)

WESTPAC Data Managemeot Guide 昭和57年 3月

海洋地質・中点地球物理デ ータカタログ 昭和58年 3月 (JODC カタログNu2)

水深デ ータカタログ 昭和 58年 3月 (JODC カタログNo. 3) 

日本近海海流統計図（季節別） 昭和 58年 8月 (JODC SP No.l) 

WESTPAC デ ータ管理ガイド 昭和 58年 8月 (JODC マニュアルガイド No. 1) 

潮汐調和定数カタログ 昭和59年 1月 (JODC カタログNu4)

海底地形図（北西太平洋） 昭和59年 3月 (JODC SP No2) 

沿岸海城海洋デ ータカタログ（東京湾） 昭和59年 3月 (JODC カタログNo. 10) 

日本海洋デ ー タセンタ ー 要覧 昭和 59年 3月

実用塩分と梅水状態方程式（改訂版） 昭和 59年 6月( JODC マニュアルガイド No. 2)

波浪デ ータカタログ（測器観測） 昭和 59年 9月 (JODCカタログNo 11) 

（昭和 6 0年 2月現在）
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